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、

ろ
で
あ
ろ
う
o

J

か
L
ド
信
て
は
、

そ
の
刊
一
ξ

も
最
も
、
J

内
定
的
な
広
司
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す
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双
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叱
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述
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と
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岱
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す
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八
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が
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し
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／
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叫
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仁
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か
、
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＼
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全判岬
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し
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り
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な
く
し
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し
ま
っ
た
り
す
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う
な
法
律
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泌
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に
引
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し
く
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た
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あ
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陪
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こ
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中
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、
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に
、
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、
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問
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1
ン
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町
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廃
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に
は
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l
ら
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か
っ
た
c

L

二
h
r
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ノ＼リ
Z
1
J
，て一人
J

1
｝
寸
う
く

1
f
l
f
f
L

と
こ
ろ

が
ニ
コ
ロ
六
ん
に
は
、
全
識
は
が
ゲ
〆
L
l
ゾ
1
シ
主
利
の
原
」
止
を
決
断
し
、
也
只
全
業
界
ヤ

；〕
Z
づ
F

三
、
～
－
七
凡
J

ニ
ァ
一
〉
炉
、

内
σEFγ
三
均
九
日
く
U
引

Z

！
J
7
1
1治
カ
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ぃ、

f
h
b
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ゲ
レ
ー
ゾ
i

ン
毛
利
の
廃

yrが
L
r
h
Jん
ν
、
一
札
か
の
で
あ
る

つ
ま
り
、

グ
レ
l
rノ1
i

ン
全
判
的
廃
止
を
説
明
「
る

7
kで
、
よ
り
重
裂
な
同
い
は
、

グ
レ
ー
J

V

i

ン
金
利
を
や
乞
ず
る

J
H
Rん（判

決
が
山
山
さ
れ
る
わ
台
ゃ
、

日
資
J

け
パ
の
十
M
A
4
利
λ

ソ
イ
引
き
卜
庁
な
ハ
ー
／
一
、
υ
け
士
、
い
と
考
え
た
の
は
な
ぜ
か
、

十
八
木
材
ら
会
同
げ
の
tH怖
が
、

ヲ
ご
〕
、
内
皮
つ
；
f

d

f

i
？
 

市
政
治
家
の
い
凡
ー
す
い
ず
に
進
い
な
い
か
ん
も

賃
金
十
？
山
斗
の
改
立
に
ー
は
功
L
I
の
は
な
ぜ
か
と
い
、
：
」

日ピ」めア分、
グ
レ
l
ゾ
l
／
ん
ム
科
会
斉
完
工
、
口
取
高
裁
河
川
は
、
日
々
ノ
レ
l
ゾ
l
ン
主
利
峰

H
が
だ
刻
さ
れ
る
う
え
で
、
き
わ
め
、
平
安
な
さ
っ
か

げ
で
あ
っ
た
れ

こ
れ
だ
け
で
グ
レ
ゾ
ン
合
判
奈
川
が
仏
ま
る
ほ

ν

活
は
以
下
組
さ
は
な
か
っ
と
の
で
あ
る
。

b亀

言富

tポ

マ
ス
コ
ミ
。
刊
論
の
彫
響
力

次ド

九
九

C
』
什
円
い
引
賞
者
余
般
業
界
い
か
料
営
規
一
況
を
急
同
一
げ
い
伝
大
さ
せ

Jパ
7

、

7
山
一
前
日

に
つ
い
て
検
討
す
る
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一
市
丘
団

L
f
t
、
ぞ
れ
ま
で
い
d
技
に
源
ら
れ
て
い
た
ア
ン
ピ
恥
コ
マ
ャ
、
J
d
l

ル
が
そ
れ
以
外
の
時
一
刈
品
ー
で
も
十
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

消
歪
計
会
献
を
利
開

L
ナ
こ
と
デ
な
か
っ
ヘ
J

若
可
恒
い
や
久
性
》
の
は
り
込
み
に
山
叫
し
刈

L
た
こ
と
が
さ
げ
ら
れ
る
「

方、

フ
レ
ピ
ヤ
新

聞
は
、
大
は
広
時
千
で
あ
る
サ
ラ
主
会
サ
へ
の
批
引
γγ
片
J
X
て
い
れ
一
。

一
同
と
し
と
、
第
一
言
之
、
日
1
d
f」

E
7仁
、
武
富
士
の
ん
訂
以
に

盗
↓
明
。
メ
れ
た
い
出
発
し
と
ン
ャ

l
ナ
リ
ス
ト
ヂ
記
者
会
同
十
一
日
い
、
丈
労
力
I

か
け
と
い
も
か
か
わ
ら
ず
、

りてのん八日
F
h
v
か
γ

八

子
新
却
や
ワ
レ
ピ
技
法
一
、
は
よ
っ
た
く
報
道
さ
れ
企
カ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
U

と
こ
ろ
が
武
f
E
ー
の
会
え
が
述
抗
さ
れ
、
さ
ら
に

r
f
フ
ル
の
違
法
行
為
↑
対
し
し
行
政
処
分
が
下
さ
れ
る
と
、

7
ス
コ
之
は
仔

ブ
常
批
判
を
A
A

民
間
し
、
多

E
債
務
げ
打
開
刊
号

J
fへ
き
く
取
り
…
H
l

げ
る
よ
、
つ
に
な
J
h」
J

ま
た
、
グ
レ
1
ノ
1
ン
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が
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磨
け
の
激
変
緩
和
措
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ど
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よ
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と

L
た
蒋
に
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、

マ
ス
コ
ー
は
、
主
融
庁
、
か
汗
ブ
設
業
界
平
一
部
政
治
家
と
仏
思
春
！
て
い
る
と

し
♂
＼
刑
判
例
措
置
へ
の
以
対
話
を
展
開
し
人
J

J

こ
の
よ
λ

に
マ
ス
コ
ミ
が
司
ラ
告
へ
の
批
判
朽
辺
ふ
以
同
日

y
て
の
円
以
山
で
さ
ザ
け
て
、
世
人
川

rサ
ラ
令
批
判
を
強
め
る
と
、
グ
L
1

ブ
ー
ン
企
利
ぽ
Y

一
に
渚
極
的
だ
っ
た
民
民
？
叫
J
U

選
挙
ず
の
こ
こ
を
与
え
、

グソ〆

i
y
v
金
一
利
時
正

る
を
但
れ
な
く
な
っ
？
の

灯
、
L

力
F
Q
｝

ー
み
の
も
ん
だ

γも
分
か
る
家
を
作
コ
て
く
れ

7
出
介
入
浴
し
た
と
い
う
コ
ピ
ソ
ド
は
、

F
｝

古

川

F

レ
キ
端
的
に
一
不

L
て
い
る
一

こ
の
時
間

政
ム
旧
（
本
は
ァ
二
八
コ
ミ
－
仕
込
川
の

ご
い
た
リ
ハ
ノ
ハ
〉
五
ー
の
来
一
暗
示
抗
男
挙
で
ヨ
民
究
は
川
路
、

レ
八
え
さ
一
宅
一
千
店
主
与
し
と
u

こ
れ
土

J
ノ

F
f
フ

イ

9

7

J

d

小
h
k
背
信
が
巧
み
右
メ

T
r
ブ
ノ
…
司
略
に
上
り
日
対
一
調
の
え
い
什
を
保
め
た
か
ら
だ
レ
一
年
え
ら
れ

、／

こ
の
結
果
市
：
旬
、

山
一
九
府
の
一
致
内
が
少
し
変
化
す
る
だ
け
で
、
議
官
川
日
数
の
γ

八h
h

小
選
挙
区
を
小
心
ー
と
し
と
μ
川
門
学
制
度
ド
お
い
ど
は
、

ゲレ

な
変
動
に
由
給
す
る
こ
と
♂
改
め
工
催
～
泌
さ
れ
た

あ
ま
り
に
八
耕
L
一四

自
民
党
の
政
治
家
は
、

肱
党
派
U
H一
か
肖
り
も
支
持
む
4
4
4
げ
て
、

ぎ
た
が
ゆ
、

xに
、
逆
に
山
訟
の
反
発
？
一
口
っ
て

L
ま
う
と
、
次
の
選
挙
て
は
対
山
候
抗
日

学
一
辺
市
l

刀
流
れ
て
し
ま
う
と
い

'"581 「2(11'3, ,] J 
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十
強
く
剖
一
～
州
す
る
土
う
に
な
勺
た
の
で
あ
る
）
こ
の
と
め
、
こ
の
時
期
、

同
門

M
l

兄
誘
員
が
小
｛
奈
川
点
陣
川
山
川
岸

H
論
調
査
で
人
気
が
門
ア
ノ
ハ
た
政
治
家
を
出
次
い
で
総
裁
に
叫
古
川

マ
ス
コ
ミ
恥
川
市
一
九
市
の
政
治
混
じ
対
す
る
vwmM甘
心
は
、
、
れ
ま

ゴ
桐

J

に
ご
い

で
に
な
く
大
き
く
な
つ
に
い
た

内
問
支
持
古
が
れ
で
す
る
〆
一
党
内
か
ら
首
朽
の

ま
た
世
論
説
査
で
の
内
崎
支
持
ナ
ー
が
司
副
ド
、
円
巨
さ
れ
る
L

ふ
う
に
な
り

地
川
任
を
求
め
p
h

》
土
戸
が
噴
山
L

ヲ
る
ー
で
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
、
ニ
の
？

L

を
川
端
日
付
け
一
、
い
一
ム
匂
U

μ
ソ
一
ァ
八
ム
内
川
題
は
マ
人
ゴ
、
、

れ
部
A
J

て
い
り
の
俄
急
か
げ
が
な
さ
れ

ムh

～
》
）
レ
r
一司し

た
だ
、
こ
こ
一

γ任
説
ヲ
ベ
さ
は
、

マ
ス
コ
ミ
が
庁
一
ブ
全
批
判
官
引
退
を
人
民
め
た
と
い
う
ご
と
で
あ
る
じ
サ
ブ
全
被
告
内
紋
済
凶
体
は
、
え
一
回
Z
E
I一
い
宅
返
還

訴
訟
を
起
こ

L
、

一円h
L

な／、

ぶ
り
－

y
全
被
害
の
索
前
川
や
ー
白
金
利
引
き

F
げ
の
必
耐
女
性
を
記
者
会
見
な
と
の
場
て
訂
え
続
け
人
戸
ち
そ
の
王
張
に
一
説
得
刀

が
あ
つ
も
に
か
戸
ゾ
ご
そ
、

だ
の
で
あ
る
…

ゐ
〉
？
一
、

一
、
入
〆

J
い

ア
レ
ピ
・
一
平
均
一
目
的
が
そ
の
内
λ

与
を
報
道
し
、

そ
れ
irM

一兄
ιに
伺
肺
加
者
・
ベ
バ
朽
の

ネ
抗
ゆ
え
、
そ
の
殺
の
正
者
会

uhが
再
び
一
ア
レ
ピ
・
以
院
で
取
じ
♂
ワ
ワ
札

bho、
被
害
者
間
山
依
い
に
所

R1γ
也
弁
設
ム
ー
が
一
T
L
ピ
一
面
制

が
た
」
ま
れ
、

や
前
聞
紙
1
に
守
場
L
b
J
U
1る
よ
つ
に
な
り
、
視
服
者
・
校
名
作
＼
ヰ
「
ま
す
ご
の

テ
〆
ビ
一
V
J川
闘
も
斗
ブ
λ

枠
制
判
券
行
、
つ
戸
TVJ
に
な
う
た
と
さ
え
ら
れ
る
特
に
乍
都
宵
弁
護
は
、
こ
れ
ま
守
記
二
主

ず
ん
？
l

ふ￥ペノド円、

ょ
、
っ
け
い
な
る
L
Y

い
う
好
信
庶

何
十
ロ
ー
ン
問
題
で
の
涼
音
一
了
ブ
ゃ
山
市
一
台
長
に
ふ
る
市
川
町
肱
の
州
市
市
発
な
y

二
「
ス
キ
氾
〆
l
ノ
ロ
一
札

と
は
い
、
ズ

で
公
判
川
ず
る
こ
と
で
マ
ス
了
、
が
サ
ラ
主
一
波
川
育
者
救
決
同
体
丹
山
引
を
以
h
U

ノi
げ
れ
ん
と
し
て
も
、
た
さ
え
ば
ー
パ
ヘ
パ
〉
年
代
川
干
の
叶
↑
プ

b
I
A』
土

i

A

3

乙
↓
川
よ
よ
ち
4

J

O

司、

今、

干
l

山下つノいい

マ
ス
コ
：
世
前
約
貸
企
業
批
刈
は
や
白
め
る
と
い
成
初
し
た

キノ九（

J年
代
末
ケ
り

ccfJ咋
代
円
口
「
に
か
け
と
の
J

一
工
ロ
ン
苅
題
、

ヤ
ミ
ん
4
4悶
相
川
忠
の
下
問
一
か
ら
b
わ
か
る

公人
L
4
h

オ
に
対
lv
て
限
｛
じ
り
川
な
均
杭
強
化
が
な
さ
れ
る
と
、

入ご

t
ご

1
市
計
勺
よ

d
d

巳い
F
h
j
L
i

応
の
叫
～
ι
什
い
を
じ
ど
一
と
考
ス

マ
ス
｝
ミ
は
諸
山

に
追
及
し
よ
う
と
し
て
も
、
迄
中
で
「
↓
抗

苔
視
聴
け
い
け
ば
危
さ

C
Lま
う
こ
の
た
め
、
新
店
お
テ
レ
ビ
が
」
丘
制
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
7
る
こ
と
は
、
ま
れ
で
あ
っ
わ

コ

〉

一

了

；

｝
C

二
l

j

↓己
J

一

f
N
h

在
、
ヘ
ダ
て
L
J
1
0
う
ー
と
え
苅

HAV、
っ
ー
と
カ

一
つ
の
門
店
を
長
引
に
わ
七
っ
て

1582三IiI 'I. 3〕／以よ、it宇） liS (6 c6 



そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
「
サ
ブ
合
却
一
蹴

や
品
川
十
日
ン
問
題
、

t
ミ
主
融
問
認
て
泊
凱
1

判
五
日
J

畏
問
さ
れ
、
そ
れ
キ
一
三
け
と
山
川
資
法

の
上
説
会
一
引
は
多
少
コ
フ
ィ
？
？
げ
λ

つ
れ
は
J

人J
J
り
の
の
、

vN
山
一
み
や
土
、
界
の
反
対
に
よ
れ
、

ゲ
レ
ヲ
ソ
？
ン
金
利
の
湾
J
J
J
J

い

う

則

的

な
胤
制
強
化
ま
ご
は
ν
売
却
抗
さ
れ
る
こ
は
な
か
一
J

L
に

マ
ス
コ
ミ
・
戸
論
の

い
は
恨
罪
が
あ
る
の
て
あ
る

ぷ、灯、っ、↓ハ

キ
ノ
九
（
J

年
代
以
峰
、

サ
ラ
久
栄
界
は
7

ゼ
ス
コ
ミ
に
し
こ
一
つ
一
し
亘
前
一
九
な
山
内
ス
ド
〆
サ
に
な
っ
し
お
り
、
J

新
羽
や
ア

L

ど
は
サ
一
フ
令
批
引
に
は
忠
臣
て
あ
っ
た
f

と
こ
ろ
が

マ
ス
コ
ミ
の
初
、
虫
～
支
持
は
サ
一
ア
ハ
ム
批
判
＋
一

ハU
O！
ハ
ー
に
な
り

培、

レ
1
ソ
1
〆
金
利
の
常

H
J「
小
川
、
、
こ
の
報
道
J

ヘ
火
勢
は
交
わ
ら
な
か
づ
た
c

こ
れ
は
令
琳
円
の
メ
デ
ノ
ア
吋
時
に

t
る
も
の
じ
あ
る
、

八

r
m融
庁
は
仏
門
企
業
怒
討
会
的
小
問
品
川
ー
は
と
り
ま
と
め

ア
ノ
プ
ん
に
刻
ヲ
ノ
心
川
崎
し
い
行
政
処
↓
γ
をお拾

っ
て
い
た
同
月
一

日

Hη
一、

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

去
し
、
ペ
ワ
ラ
金
築
制
仰
の
U
九
九
ん
を
抑
ん
べ
ん
ふ
だ

こ
心
行
政
処
公
を
き
づ
か
げ
に

マ
ス
コ
ミ
は
川
f
J
P

ブ
令
批
判
け
を
強
め
ι
ょ
っ
行
政
処
一
ハ
ル

の
街
時
的
な
円
安
か
円
二
位
諮
が
サ
ラ
金
批
判
に

μ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
同
ま
た
立
吋
の
お
閉
じ
い
付
長
戸
八
一
得
た
た
め
で
も
あ
る

の
少
〕
山
の
円
－
ハ
ベ
ヨ
ベ
に
十
八
d
l
l
m

哲
話
会
制
会
引
は

問
会
牢
ぷ
で
の
サ
プ
公
批
判
じ
押
さ
れ
。
ソ
げ
て

T

レ
ビ
・
コ

γ

、J
r

ル

の
吹
川
辺
白
調
時
阿
を
村
山
ド
人
ト
ゆ
る
こ
と
を
決
め
た
り
だ
が
、

4
の一
L
1〆
は
テ
ソ
〆
ピ
同
が
サ
一
ブ
投
批
判
山
口
対
を
取
h
o

や
め
る
こ
と
に
も
一
ソ
な

ず

〉

：

ムん
d

ず
ハ

ら
白
川
ハ
冗
金
融
調
存
ロ
ム
’
一
へ
の
ぷ
業
提
出
を
じ
前

人
片
二
内
ヨ
の
民
合
士
夫
組
、
ム
問
会
台
、
令
mm1
リ

シコ
L
〕
！
h

の
貸
金
業
凱
到
来
が
事
誕
上
、
決
め
ら
れ
る
一
と
い

4
っ
一
、
い
た
円
だ
が
、
そ
の
市
い
の
二

い
に
朝
日
新
河
が
大
手
J

川
哲
男
υ
字
削

ム日社一
J

「
プ
ペ
に
日
刊

L
ご
問
主
）
円
以
務
川
明
金
融
リ
ム
か
リ
下
J

↓
へ
り
倒
木
打
を
／
七
う
と
一

十
凶
で
報
レ
七
っ
二
れ
に
つ
い
と
は
金
制
庁
の
部
が
、

刈
日
内
懇
談
会
ご
業
界
刊
の
八
九
ワ
》
｝
封

J
A
め
る
七
め
に
1
1
ク

L
L
一
と
い
う
見
刀
が
右
ハ
ニ
ぐ
し
め
勺
た
υ

マ
ス
コ
ミ
各
M
U
は
、
こ
の

、／

す
ら
入
り
治
、
青
の
ニ
ユ

7
1
X令
市
い
報
道
lJ
、
消
費
者
全
慌
に
刈

γ
る
正
論
の
批
刊
を
此
同
行
げ
た
u

こ
の
よ
ろ
に
全
部
片
は
防

ゲレ

村町、

4
F
一
プ
令
に
と
っ
て
部
会
！
の
小
川
い
悩
誌
を
マ
ス
寸
ミ
ト
リ

1
ヴ

r
る
こ
と
（
い
＼

円

lf

フ九

マ
人
コ
ミ
の
や
ノ
一
ア
ハ
ム
批
判
を
活
淀
川
化
3
せ

業
界
お
よ
び
モ
一
ア
主
誠
一
設
に
け
之
政
治
主
の
動
会
一
を
討
J

じ
へ
一
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
ん
め
マ
J

八
コ
ミ
の
ザ
ブ
余
批
判
は
途
中 グ

'"583「2(11'3, ,] J 阪人：L吊JG2 (S ,i7) 
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で
止
ち
灯
、
ズ
に
な
る
こ
ノ
な
く
、
長
期
に
わ
た
り
m付
近
さ
れ
ピ
の
で
あ
る
）

つ
ま
り

マ
ス
コ
ミ
・
世
論
の
ザ
｝
ブ
会
批
判
干
、
そ
れ
に
λ

す
勺
後
己
老
政
J
F
H体
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の
的
き
か
け
が
、

グ
レ
ー
ソ

ゴ
桐

ン
金
利
局
止
に
y

ゴ
比
一
汁
す
る
サ
フ
ん
i
業
界
平
政
当
山
家
の
桜
山
響
力
を
減
じ
、
そ
の
七
六
現
J
T
l
－
能
に

J
f
こ
ν

は
砕
し
か
で
あ
る
け
れ
ど
弘
、
丸
、

の
影
響
か
に
は
引
振
が
あ
J

た
の
で
あ
り
、

ゲ

レ

ゾ

／

余

川

道
J
U
の
長
ヤ
ン
べ
、
／
ん
と
マ
ス
ー
ミ
い
か
長
問
仁
わ
た
一
っ
て
継
続
す
る

ょ
う
、
防
：
片
、

訂
却
を
リ
今
ず
る
な
？
と

L
C
マ
ス
コ
ミ
に
備
さ
か
け
を
ノ
イ
っ
た
令
一
弘
斤
の
メ
デ
ィ
ア
慌
時
日
＼

よ
h
リ
市
皇
官

C
あ
F
J

れ一

と
4
0
え
ら
れ
／
町
一
に
こ
の
こ
と
か
ら
じ
て
、
そ
も
そ
も
全
敬
リ
が
な
ぜ
、

ゲ
レ
l
ゾ

l
ン
余
剰
努
止
を
は
r
L
1＼

そ
の
実
引
の
た
め
に
h

つ
を
ザ
プ
、
し
わ
h

の
か
が
、

グ
レ
l
ソ
1
ユ
金
事
恥
】
止
の
不
同
を
与
ζ

る
う
え
じ
、

よ
り
主
要
LI
パ
ズ
ル
だ
と
考
え
ら
れ
ム
Q
m
て
あ
る
－

ーと一はい、ザ人、

八
九
紋
庁
が
最
依
ま
で
マ
ス
コ
ミ
世
誌
を
操
ハ
ド
U
F
き
た
わ
け
と
も
な
か
っ
た
へ
特
例
措
世
や
利
邑
制
限
必
の
企
絞
ド
一
ハ
ル

引
き
1

仁
げ
て
乍
坦
人
し
上
う
と
こ
～
ム
ザ
柏
ikずは、

サ
ラ
金
の
比
と
い
ソ
ペ
げ
ば
わ
り
さ
札
、

自
己
非
難
を
浴
び
る
こ
l
一
に
な
っ
た
n

余
川
間
庁
三
、

マ
ス
コ
ミ
世
論
、
さ
、
勺
に
は
サ

7
6一
一
佼
耳
石
！
日
叶
内
利
払
J
V
P
E一
ら
の

l
的
の
と
め
に
利
川
し
て
い
た
の
だ
が
、
サ
ラ
会
批
山
を
光
治
化

シ
ご
吉
、

す
か
っ
、
そ
の
別
加
盟
一
力
も
リ
四
十
八
日
引
き
5
て
ν
ま
、
ぺ
以
終
的
に
は
ふ
J

れ
ら
を
コ
ン
ト
叫
ん

ιじ
さ
ん
ト
く
な
っ
て
〕
ま
っ
た
の
で
あ

る

方、
J

笠
宮
川
に
お
い
て
小
選
挙
一
刈
一
剥
チ
ー
一
レ
と
〆
た
選
挙
判
広
が
導
入
さ
れ
、

そ
の
川
河
巣
が
A

ココ五
4
総
選
挙

ε山
川
ら
か
に

な
叶
た
か
り
、

政ム旧（本ぃ
r
J
ス
コ
ミ
－
仕
込
川
の

や
す
ノ
＼
な
つ
れ
ん
と
す
る
説
に
対
二
、
も
、
山
内
内
工
う
な
一
件
ノ
川
が
1
4
h
c

あ
ろ
う

こ
の
時
間
剤
、
口
氏
hvf
ん
色
川
口
九
円
戸
論
へ
の

一J
C
い
た
v
と
い
、
ズ
レ
fhv
、
グ
レ

i
v

ン
金
利
莞
け
に
円
取
法
主
て
反

対
し
続
け
た
ー
ポ
［
日

γJMん
し
、

ヘノヘ
J

一
九
十
て
、
？
っ
L
一二工い
p
v
J
F
、

（
（

7
ぺ
！

v
f
A
4
7
｛

寸

1

一

次
の
選
挙
は
三
パ
J

ま
だ
ー
だ
と
見
ら
れ
て
川

何
よ
り
松
泡
挙
は

ムh

～打、伊
4
7
h

～、

7
レ

y
l
ン
金
利
問
題
が
詩
的
）
盛
り
〕
が
っ
て
い
た
と

L
Cも
、
こ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
・
位
読
の
関
心
を
長
め
杭
吋

て、

Mm
八
の
臼
克
明
石
の
時
に
有
払
右
目
下
v

投
ぷ
光
舌
決
め
る
争
よ
円
J

に
な
る
と
は
与
え
に
i
f

＼い

え
ら
円
、
小
泉
政
杯
以
後
に
お
い
て
も
、
世
議
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の
多
数
荒
＝
凡
に
反
し
た
p

以
治
が
実
施
さ
れ
b
J

例
は
い
え
つ
も
あ
る

マ
ス
「
で
ミ
・
世
論
…
を
川
A
J
h
川
よ
り
JUυ

ヲ
取
引
す
る

つ
よ
ま
y
リ

一丸、つに九
l
d

つ人
J

とけ山一↓、一八九
v

の
L

か
も

f
p九
九
ぜ
い
の
ド
た
が
、

マ
ス
て
：
世
論
の

R
山
に
惟
々
議
々
と
従
う
工
、
ぺ
ド
な
っ
と
h
J
？
と
い
え
ば

そ
の
ふ
う
な
こ
と
は
仕
い
の
で
あ
り
、
民
且
…
叫
ん
止
に
お
｝
け
る
マ
ス
コ
ミ

a
r
f
請
の
影
響
力
を
あ
ま
り
に
舟
γ

ヘ
得
す
る
こ
が
式
で
さ
な
い

の
で
あ
る
。

な
お
小
淀
川
苧

M
析
を
中
む
と
し
た
足
挙
杭
度
の
導
入
が
、

マ
ス
コ
ミ
・
作
論
の
影
絵
力
を
市
た
さ
せ
た
と
す
る
μ
比
例
引
と
似
た
h

の
と

し
て
、
選
挙
杭
度
成
本
が
ー
一
氏
党
政
ム
ピ
も
り
は
紋
下
山
r

引
を
変
化
き
は
刊
一
た
と
す
る
け
川
併
も
あ
る
「
こ
れ
に
つ
い
て
は
筏
述
す
る
c

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

第

Ni 

サ
ラ
金
被
害
者
於
済
問
休
の
wU響
力

m
d却
で
日
品
、
八
4
M
問
庁
の
メ
T

イ
サ
ノ
投
作
の
重
長
い
い
を
作
一
的
－
た

L
か

ν
な
が
ら
、

7
－7
金
依
存
w
白
川
政
凶
同
悼
の

r夜
り
も
見
逃
L
E

土
い
？
と
こ
ろ
で
は
あ
ど
さ
与
に
、
政
東
伏
足
過
科
ふ
説
明
す
る
場
合
、
特
定
の
政
設
が
決
’
ι
3
1
p
た
の
は
、
？
の
政
管
内
実
却
を
ギ

H
以
ヲ
戸
、
い
た
い
出
体
の
影
響
力
ム
デ
リ
白
か
っ
た
か
り
と
説
明
す
る
の
が
前
週
で
あ
ろ
、
つ
〈
！
と
す
る
と
、

ゲ

ν

ノ
ン
金
利
の
魔
子
ヤ
一
か
ね

一
、
よ
り
強
く
王
張

L
と
い
と
サ
ヲ
ふ
存
続
長
告
救
出
同
体
の
影
響
h
M
が
強
か
っ
た
か
勺
、

ノて九

さ
れ
た
一
考
え
る
の
が
自
快
…
で
あ

フ
一
一
そ
ニ
バ
こ
二
一
で
は
、
サ

幻
影
響
力
に
う
い
て
枚
汁
じ
て
お
？
ご
っ
。

第
一
一
一
辛
で
ゴ
応
ノ
ナ
一
心
配
波
法
松
を
売
れ
ば
、
ご
の
時
期
、
サ
ラ
主
役
存
者
救
渋
河
川
体
が
巧
み
な
戦
術
L

住
民
い
た
払
川
木
、

7
1
b
l
v
l
ン

全判岬
4

内
海
け
が
究
明
さ
れ
ど
よ
う
に
忠
、
一
八
る
コ
そ
も
ん
で
も
サ
ラ
金
徒
一
台
昔
い
政
治
同
体
＋

全
国
で

、／

九地
u

起
訴
J

訟
を
起
一
一
ー
し
た
結
供
、

グ
レ

l
ソ

I
ン
主
税
存

Thp心
C
F
る
抜
高
政
判
此
Mr
出
さ
れ
た
の
と
あ
る
し
、
被
害
者
救
流
団
体
附
属
の

ゲレ

山
／
誕
十
一
心
九
が
貸
企
業
怨
談
会
に
「
7
ザ

パ

！

と

L
C参
加
し
、
ト
ー
ラ
仏
核
山
平
日
者
の
戸
を
懇
談
会
の
た
員
た
ち
円
伝
え
る
こ
と
で
、

絞
ら
の
支
持
41」
得
ゐ
ニ
レ
f

に
も
ば
功
し
た
乙
ま
た
、
中
光
市
J

福
山
川
や
述
人
目
、

日
弁
連
と
い
っ
た
他

U
体
と
協
刀
寸
る
こ
と
ご
、
大
規
ι官、

'"58日「2(11'3, ,] J 
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な
伶
品
川
会
や
一
ア
E
r仁
唯
一
、
岩
れ
通
到
奇
一
打
い
、

さ
ら
に
叫
則
的
有
議
江
の
み
な
ら
ず
江
民
党
議
え
に
も
口
ピ
寸
前
動
J
b
一
千
う
こ
〆
が
て
さ
れ
f

）

F

で
つ
〆
だ
れ
諸
に
よ
り
、

グ
L

f
ノ3

シ
金
利
問
琵
に
マ
ス
コ
ミ
均
一
、
引
い
も
川
円
相
対
い
や
川
け
さ
立
る
一
一
と
ξ
、
灯
党
議
円

31円
民
党
の

ゴ
桐

州出
h

古
干
議
員
の
判
℃
も
、
ゲ
ノ
レ
l
／
l
ン
金
利
応

H
仁
川
品
目
成
す
る
お
き
が
山

JZミ
た
と
り
わ
け
什
民
党
内
で
、

Y
L
l
／
l
ン
企
利

十
豆
一
汁
に
反
対
ず
る
べ
一
フ
ラ
ン

ち
が
糾
い
も
こ
Y
一
九
%
〈
グ
レ

i
v

ン
金
利
莞
け
丹
市
山
咋
を
張
リ

こ
1
1
J

l
i
l
 
，，ρ 
グ〉

続ー

υ一た
こ
と
一
日
＼
最
終
的
に
日
－

2
4が
グ
レ
ー
ィ

l
シ

）
ミ
一
7
γ
l
ド
ム
、

R
A
d
z
－
！
で

L

J

l

b

 

叶
↑
ノ
金
被
害
者
救
流
団
体
の
頑
張

二
の
判
既
日
安
叫
す
る
こ
と
は
な
か
う
た

t
う
に
田
川
わ
れ
る
f

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
ん
コ

グ
レ

l
／
1
シ
全
引
の
時
」

H
が、

し
か
し
な
が
ら
、

庁
プ
命
紋
午
円
げ
行
以
済
凶
依
い
の
お
響
力
事
中
山
駒
大
相
げ
す
る
こ
と
い
は
、

酒
、
市
戸
じ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い

川
住
河
凶
休
は

ん
へ
〉
年
前
後
に
M
判
ば
さ
れ
、
行
出
町
を
続
け
て
い
た
の
だ
が
、

（い一
rノ！ハャドト九ムヲム
ω
土品戸、、

そ
の
疋
助
手
一
同
一
叫
ん
礼
ね
に
広
げ
ん
ね
W

戸、
T

／は

で
き
会
ー
か
；
？
っ
そ
の
問
、
百
仁
口
；
ン
の
脅
迫
的
な
取
り
立
て
や
武
富

i
会
尽
に
よ
る
係
店
な
？
と
、
治
主
的
な
二
－
J

B

叫んを一
J

な白九山

足
ご
明
ら
か
に
十
る
よ
と
で

り
卜
げ
る
こ
と
に
は
成
力
し
て
い
た

υ
パ
ド
ザ
〕
、

泊

予

）
ー、λ
dノ
咋
イ
バ

ν

7

、
ぇ
コ
ミ
・

4
－九日の

ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
高
会
利
引
h
rげ
運
動
み
や
人
捻
出
店
ア
ス

ゲ
〆
ノ
ー
ン
舎
利
の
暖
し
に
f
て
つ
な
？
る
こ
と
は
で
き
士
？
か
っ

_,.> 

。
ヘ
ハ
ハ
刊
に
HK
両
政
利
泌
が
仇
さ
れ
亡
、

ゲ
レ
？
／
？
ン
金
利
廃
」
や
一
決
断
し
と
、
勾
め
ぐ
事
態
は
動
い
た
の
で
あ

る
も
っ
、
も
こ
り
ひ
五
円
末
以
係
、
も
ャ
的
組
台
、
そ
し
て
戸
弁
連
ヤ
と
の
共
闘

r
失
明
し
、
こ
れ
一
い
よ
れ
ル
リ
ブ
士
被
害

E
此
涜
凶
体
の
は

治
山
影
特
ハ
川
が
強
く
な
J

ど
こ
と
は
惟
か
て
あ
る
H

け
れ
ど
も
、
労
働
在
九
し
の
I
え
ほ
に
よ
る
一
フ
モ
行
進
ゃ
に
規
模
集
会
、
宮
名
声
一
致
、

地
刀
議
会
じ
内
定
じ
主
日
採
択
が
、
日
以
流
出
体
の
影
絵
ん
の
ア
へ
き
コ
守
山
リ
ラ
九
円
照
の
市
六
件
を
、

政
治
訟
や
マ
ス
「
一
之
、
．
日
古
川
ゅ

さ
什
る
効
京
は
あ
っ
た
～

L
C
も
、
一
」
う
し
た
出
動
が
グ
レ

1
ソ
l

J

A
ム
科
泌
J
H
J子
決
i

ぶ
つ
け
れ
一
と
ま
一
一
、
は
二
円
い
碓
い
F

岳、、っしん
f

品川

散
が
政
最
伏
一
々
い
重
へ
な
影
引
法
令
」

Jtは
し
得
る
の
ご
あ
れ
は
、
反
戦
小
平
年
運
動
刀
、
以
体
内
法
動
な
ど
は
、
も
っ
と
大
さ
な
成
果
を
挙
げ
て
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い吋
h
v

押印、
J

め
り
、
っ

万一
T

U
弁
辿
の
ベ
ピ
7
7
U
吋
引
を
主
け
、
山
民
党
汁
で
M

ノ
L
9
ゾ
ヲ
ン
会
利
夜
士
会
訴
、
八
る
て
つ
－
い
な
っ
た
者
子
議
口
の
「
｛
張
h
J
J

が
、
河
川
此
ym～
ー
吋
で
の

に
影
響
い
を
な
ほ
し
に
p

〕
と
も
雌
L
m
J

で
あ
る

だ
が
、
金
j
－
金
融
持
長
会
民
平
間
【
附
e

役
会
長
純
度
宇

に問問
J
n
y
ふ
小
会
員
会
委
員
長
は
、

ぞ
れ
ド
八
七
J

た
結
晶
を
山
さ
ゲ
バ
7
G
を
得
な
い

2
唱
え
に
い
た

懇
談
会
の
中
間
報
円
が
出
た
時
点
で
、

ょ、つ
C
あ
る
U

川
市
二
時
ピ
コ
川
し
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
l
Lノ
リ
ス
ト
の
井
手

U
J
T
b

一
」
乃
懇
談
会
の
小
間
禄

拡
り
足
っ
て
み
た
と
主

k
n
M
d
金
利
引
き
「
げ
）
工
る
グ
L
l
ソ

l
ン
終
止
の
方
山
件
を
－
小
し
た

U
球
は
限
り
な
く
大
き
い
c

刊
引
い
談
会
の
方
引
が
メ
デ
J
7
を
再

じ
て
聞
の
山
中
に
伝
わ
っ
た
｝
）
と
で
市
計
と
な
り
、

そ
の
浅
山
ー
E
t
v
y
h内
の
設
設
で
J
b
結
局
》
一
こ
か
Z
十
八
九
け
く
外
れ
る
結
論
を
山
J
1
7
y〈一

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

は
政
、
ω
川
円
J

リ
ス
ク
が
よ
き
す
古
る
L
Y

判
断
さ
れ
た
か
ら
だ
」
Lr
一J
訂
し
て
い
る

で
も
そ
も
ヰ

7
r被
存
者
決
泣
い
い
体
の
活
動
泊
な
け
一
引
ー
い
、

グ
レ
；
ゾ

J
／
余
刊
の
戸
川
原
点
字
一
金
融
ヨ
ド
ー
も
裁
判
所
も

要
す
る
い
、

認
知
J
q
y
ら一、じ
y

は
な
泊
プ
に
ご
J
t
h
リ
つ
か
ら
、
そ
れ
が

F
嬰
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
注
い
な
い
ご
？
〕
か
、
υ
、
ど
か
ら
と
ロ
っ
て
、
小
一
フ
会

被
宝
一
可
以
済
似
体
の
＋
バ
げ
に
ゲ
〆
ゾ
v

ン
主
利
の
辰
二
が
実
－
以
刊
さ
れ
た
と
ま
で
は
日
え
な
勺
や
ほ

ド
ノ
ン

i
dノ
ン

人

J

利
廃
ぃ

お
じ
ち
川
し
た
こ
こ
が
決
定
的
に
重
要
だ
っ
と
こ
与
之
ら
れ
る
の
て
あ
る

第
凶
節

自
民
党
の
政
策
志
向
の
転
扮

リ
次
に

村
氏
7
1
の
成
涼
ふ
芯
川
に
楕
円
ず
る
見
解
ド
つ
い
丸
山
巾
討
し
と
お
一
コ
フ
川
P

一
の
見
山
市
に
上
る
v
y

つ
ひ
五
年
総
豆
半
々
、
山
判
長

、／

党
が
説
法
勢
心
を
門
田
川
山
し
、

郵
政
ム
骨
化
を
掲
げ
し
片
山
内
し
た
～
一
！
と
工
、

日一
r
ん
党
内
政
y

日
家
の
政
浪

J
iは
大
き
く
変
化
し
た
に
小

ゲレ

口
市
首
山
川
内
一
川
主
を
山
η
れ
ば
、

げ
は
い
叩
政
党
一
日
な
っ
と
の

C
あ
7
h
M
U

第
一
主
早
で
芯
し
た
通
η
、

一一ペノヘ

AA1総
選
挙
を
符
て
白
氏
允
は

与
謝
…
f
－
八
市
税
制
一
当
人
民
〕
川
、

白
民
党
は
抑
制
坦
苔
担
山
一
一
仏
政
党
に
な
っ
た
の
が
か
ら
、
似
に
業
苦
を
代
宇
ず
る
一
議
員
か
い
て
も
、

ヲー、レれ

J
H
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も
は
や
角
川
氏
，
y
a二
ω
与
え
な
く
：
払
い
三
い
う
、
主
れ
，
で
あ
っ
ピ
こ
い
う
に

つ
ま
、
リ
、
小
泉
改
主
ー
の
品
目
は
じ
と
り
、
つ
い
ι什
ノ
の
政
策
志
川

は
索
犬
高
校
一
一
川
か
ら
消
特
hy」
百
？
に
可
一
士
山
一
刈
へ
と
転
校
し
た
た
め
、
消
費
者
保
護
を
目
的
と
｝
た
貸
金
業
界
へ
の
版
制
約
化
が

p
nノ
土
寸

一、
U
じ

ゴ
桐

矧
に
人
ゅ
っ
と
支
拐
さ
れ
f
下
ニ
戸
九
る
の
が
、
こ
の
L

解
て
あ
る
、

方
亡
、

判
長
党
執
行
部
が
グ
レ
リ
ン
ハ
土
川
コ
ポ
汁
を
沢
町
し
に
の
は
、

村
氏
71
か
改
苧
改
え
に
金

主
郎
庁
の
あ
る
件

ymは、

方
っ
た
l
l

い
う
よ
h
は
、
小
選
手
代
杭
度
の
一
守
人
に
上
り
、
与
党
が
F
K
J
b

人
μ山
市

JAλ

け
の
す
ん
マ
バ
同
時
を
説
、
つ

E
う

γ
な
っ
た
た
め
だ
J
「J

♂し、、
ι

一ニ
ー

っ
J

小選リ～中
T
R凱
で
は

最
も
仙
川
J

そ
げ
の
オ
ふ
一
ば
策
を
掲
げ

つ
の
選
挙
R
P

人
し
内
当
選
一
一
、
さ
な
い
た
め

と
い
、
つ
の
J
h

る
政
r
U
哀
の
み
が
逃
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

特
定
の
楽
H
A

匝
件
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
と
口
で
当
逃
う
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
L
h
i

－

バ
費
計
会
議
を
Rq
去
に
一
民
一
じ
J
4
u

利
川
、
し
と
二
と
が
あ
る
人
は

つ
つ
む
万
人
、
現
r
h

も
住
人
世
代
高
が
あ
る
人
は

山〔〕、）

τJ人
に
も

民
ム
旧
政
令
J

ケ
一
惜
供

14
～η
選
挙
運
動
ぷ
：
ん
日
間
－
た
り
す
る
少
数
の
貸
全
業
者
よ
り
も
、
事
教
の
活
費
者
に

にい一

政
策
が
実
刻
さ
れ
た
と
立
る
の
で
あ
ふ
一
」

ヒ
っ
と
お
り
、

と
ん
け
る
」

要
す
る
に
、

い
同
民
党
が
改
Jι

孜
’
兄
に
f

ま
い
4

変
わ
〉
だ
の
か
と
よ
か
は
と
も
カ
ノ
＼
！
と
｝
J

て、

小宮
L
一？
J

人
制
攻
の
効
H
R

日
い
ん
か
礼
的
政
策
志
一
川
け
J

鋭
化
L
、
こ
れ
ま
で
ザ
f
y
v

ゾ
v

ン
八
七
利
溌
「
ム
に
抵
抗
じ
て
き
た
自
民
え
い
が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
重

要
ど
と
い
う
の
が
、
こ
の

urmで
あ
る
一
J

確
均
一
ド
ヘ
ず
j

‘
ん
ム
散
説
査
会
長
、
憎
胤
・
貸
主
主
判
川
出
半
干
に
削
叫
す
る
小
壬
員
会
委
託
長
ら
法
、
金
臥
ー
が
グ
レ
ソ
ノ
l
J
キ
川
崎
d

の一刀
p
寸川
U
J
T
h
什
ち
川
し
た
中
間
報
宍
を
公
表
し
ん
伴
内
J

で
、
こ
の
川
パ
引
に
お
っ
て
ニ
JT一
調
子
ま
と
め
い
〉
る
を
海
な
い
レ
一
年
え
て
い
た
〉

た
、
グ
レ

I
リ
l
ン

さ
ら
に
符
沢
一
指
圭
と
科
什
山
川
町
畑
、
法
の
九
犠
灰
汁
引
与
一
げ
の
脳
出
回
と
い

の
菟
汁
、

最
終
ね
に
決
析
を
下
し
れ
ん
の
は
、

小
泉
げ
は
い
小
の
推
進
者
で
あ
J
J

た
小
川
政
調
会
一
丸
山
、
あ
r

七
「
前

卓
三
樹
八
4
L
Lに
よ
う
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ヘ
i

の
司
手
砕
い
川
1
1
も
、
貸
金
か
み
怒
お
ん
ぶ
の
中
間
報

E
」
リ
後
山
出
し
た
案
ご
ま
と
め
れ
ば
、

の
既
存
枠
訴
を
ヰ
J

り
こ
つ
と

I 5ぷg〆.ZliI 'I. 3〕／以よ、it宇） liS (662; 
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｝
〆
と
い
る
L

こ
メ
デ
片
ア
や
野
一
門
ん
か
ら
川
叫
判
ち
れ
る
こ
与
え
ら
れ
る
み
J

め、

1

此
得
権
誌
に
す
ら
向
か
う
改
京
4
7

一
と
い
へ
「
メ
ジ

で
町
三
行
君
子
一
味
狩
L
続
け
た
小
泉
政
権
に
と
円
亡
で
れ
ば
見
知
）
h

J

円
た
と
ん
再
配
L
C
い
る
ラ
得
票
次
a
u
一
崎
市
款
の
最
大
化
を
日
間
附

〆
工
；
主
司
M
R
P
執
／
「
部
に
と
っ
て
法
、
幹
J
ル
是
非
の
利
時
”
よ
り
も
苫
民
一
般
に
父
け
る
一
政
策
を
選
択
一
一
q
る
万
が
一
叶
ま
〆
か
っ
少
の

と
あ
る

げ

れ

い

久

μ民
党
内
で
は
川
明
杭
強
化
に
消
ァ
出
品
む
な
長
見
が
多
か
つ
ん
、
一
と
か
v
h
も
吋
ら
か
な
よ
う
に

小
選
挙
区
杭
を
小
れ
い
ど
す

る
混
挙
制
度
が
一
九
川
一
ご
わ
て
か
ら
も

の
利
読
了
咋
“
喧
応
し
よ
う
と
す
る
一
一
さ
は
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
｛

小
泉
段
権
↑
J
あ
っ

て
も
、
そ
れ
以
降
の
政
枠
で
あ
勺
一
仁
も
、
川
駄
と
見
、
つ
れ
る
大
出
公
共
事
菜
の
多
く
は
継
続
き
れ
て
し
る

L
、
草
川
日
本
や
陀
業
涯
の
既
存

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

俗
説
は
、
か
な
り
の
思
J

段
、
川
同
議
ヨ
れ
続
け
て
い
る
多
数
一
円
凶
氏
の
利
詩
よ
り
も
守
｛
し
栄
照
的
利
任
が
使
ι
泊
さ
れ
る
こ
と
は
、
選
挙

制
攻
改
革
後
も
な
く
な
：
J

、
は
お
ら
L
9
、
な
t
f
一
安
企
業
界
が
、
業
界
の
一
汀
絞
が
仇
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
仕
打
ち
を
受
け
た
の
か
二
、
こ
れ

だ
け
で
は
説
明
で
き
な
ど
じ
£
ろ
う

。
什
有
仏
干
に
行
わ
一
引
一
に
ば
か
り
で
、

ま
た
務

ニそ
σ） 

サ一
y
A
V
同
一
起
が
次
の
選
挙
の
勺
1
1
4
に
な
る
と
も
考
え
に
く
か
〉
た

〆
Lラ
｝

、

λγ

一J

戸、

J

ア
ョ
ヤ

U4品
v
h

～U
1
l
r
F
t
だ〉一門川品、り引
f
L

川九
J

V

J

、

グ
ν 

ゾ
ャ
ン
栄
利
内
需
一
寸
J

選
挙
制
叫
だ
け
で
説
明
で
き
る
と
は
一
一
日
い
新
い
の
士
あ
る
J

－

m
比
伺
川
権
込
の

こ
い
、
つ
一
か
り
も
「
新
斗
口
ヨ
ギ
義
的
改
革
と
と
ら
え
、

さ
ら
に
小
民
改
苧
を
日
日
行
業
の
制
v

b

引の

よ
ー
時
的
ム
司
M
R
～
い
執
行
部
の

ー
新
斗
山
間
ド
t文
一
と
相
川
す
る
な
ら
ば
、
最
点
試
月
決
へ
の
川
川
沿
と
し
て
、
出
資
L

じ
の

i
川川〈ム一叫

み一寸
4

忠
制
判
明
伐
の
本
不
に
ま
仁
川
叶
急
げ
る
と
い
う
附
品
川
！
消
化
策
で
は
な
く
、
令
判
埠
叫
ん
山
を
な
く
し
ζ
し
ま
う
「
口
出
金
叫
刊
論
一

、／

川
さ
れ
る
I

能
伴
も
あ
〉
人
ん
と
芳
、
ズ
ら
れ
る
f

実
際
の
と
こ
ろ
、
体

y

】
之
、
論
じ
た
、
暗
り
、

む
ハ
〉
今
一
午
に
ャ
ミ
金
訟
が
討
会
問
題
に

ゲレ

な
J
J

た
行
に
は
、

μ民
党
議
員
の
問
で
金
利
規
制
撤
従
諮
が
取
り
げ
ら
れ
ζ
、
か
な
り
出
い
支
持
を
集
め
て
い
た

J
Z
L
h
～、

第
一
立
一
で
ん
判
じ
た
よ
、
っ
～

令
市
献
は
は
パ
弘
済
的
院
が
一
党
足
1
る
白
川
の
時
刻
に
は

へJ
峨
担
当
大
臣
ト
h
t
J

川
崎
恭
／
人
の
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,,ii 

前
半
て
か
就
任
す
る
と
ア
レ
v

ゾ
ン
需
利
を
肘
コ
き
な
，
＼
な
る
f

か
も
し
れ
な
い
と
与
で
よ
八
、
特
例
捨
置
と
利
弘
制
限
法
の
金
額
川
八
九
υ討が

き
上
げ
を
導
入
す
7

？
」
シ
一
で

の
誌
員
γー
と
っ
さ
r久
JH
川
｝
て
、

グ
レ
イ
ノ
、
J
人

T
J
引
ご
花
止
を
既
成
事
主
化
〕
7
d

う
と
し
た

ゴ
桐

己正｝

ト
' j 
手〉

｝
一
民
党
執
行
泌
が
グ
レ

l
ゾ

、
J

全
判
門
司
J

い
で
は
な
く
、

ム
↓
科
｝
コ
一
山
化
Jγ

判
明
吊
す
る
「
1
4
能
注
が
あ
一
っ
た
こ
と
が
わ

以
1r

の
対
南
小
ら
し
て
、

日
－

2
4内
政
策

t刊
か
ら
ど
け
で
は
、

グ
レ
ー
プ

l
J
小
川
引
の
花
止
が
伏
屯
さ
れ
た
こ
と
は
抗
日
引
で
き
な

い
r

や
は
り
全
般
庁
市
’
ゲ
レ

1
ゾ
l
v
J
金
引
の
犯

H
を
決
析
し
、

そ
の
実
現
に
こ
だ
わ
r
ι

に
こ
ー
と
が
重
訴
で
に
の

ι
に
と
与
え
ら
れ
る
の

一LJ
hづ
G
C

第
h
節

同
民
党
内
に
お
け
る
影
響
力
関
係
の
変
化

遊
学
制
市
一
位
改
十
字
が
も
よ
ら
〕
た
効
果
と
し
亡
、
議
長
の
政
投
一
注
射
の
を
叱
に
加
支
で
、
も
う

つ
、
民
M
A
に
沢
り
卜
げ
一
ノ
れ
fu

の
が
、

日
以
必
内
に
お
け
る
影
響
力
院
日
慌
の
法
九
仰
山
で
あ
る
J

こ
の
見
訴
に
〉
パ
て
は
、

す
で
に
争
一
く
り
と
ご
ろ

亡
い
一
J
u
h
f

め

午

um川
は
省
同
町
す
る
が
、
情
的
に
、

ιべ
る
こ
、

だ
の
執
ノ
久
市
に
地
山
々
が
記
m

u
、

小
選
挙
J
m
制
J
T
引
い
〆

yl遅
日
J制
は
の
導
入
に
よ
リ
、

古
川
別
代
J

f
υ
J
V
K
G
 

制
々
の
政
治
家
の
山
律
性
も
伐
y

、
J

た
と
い
う
の
で
あ
白
J

グ
レ

l
ゾ
l
／
ん
ム
利
樹
汁
の
決
定
品
一
程
一
い
に
μ
い
ご
、
ま
ず
注
付
さ
れ
る
の
は
、
け
民
’
凡
余
漁
叫
市
告
九
y
二
貸
士
業
制
攻
尋
に
関
す
る
小

委
い
は
ふ
T
U

に
お
い
て
、

ベ
ア
ラ
／
調
口
た
ら
が
川
交
法
の
1

一
摂
余
川
引
き
げ
に
強
ノ
、
比
対
し
た
の
い

M
L、
乃
内
皆
川
引
れ
以
乃
少
右
い
若
干

一議

U
た
た
が
巾
山
資
法
の
」
限
舎
利
引
き
、
げ
を
訴
え
、

広
も
引
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
心
。
二
れ
は
派
閥
内
機
能
が
お
ま
り

の
締
め
付
げ
が
い
羽
詰
な
く
な
っ
た
た
め
だ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い

個
々
の
一
帯
百
円
の
向
洋
引
い
か
士
川
い

白
山
間
間
同
丘
な
一
日
民
党

の
i
h
れ
で
あ
る
ょ
っ
に
も
見
、
え
る

15"0三IiI 'I. 3〕／以よ、it宇） liS (6引
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内一だ、

ro

リ
重
裂
な
こ
と
は
、

最
終
的
に
川
市
川
幹
事
一
長
引
J

ゲ

L
、
ゾ
ン
会
利

ベ
ネ
一
フ
二
試
員
た
ち
の
反
対
に
も
か
か
わ
ム
ず
、

の
い
崎
北
に
つ
い
て
、
さ
ム
」
は
引
例
拾
雨
ぃ
f

利
白
羽
浪
法
の
ふ
二
伊
斗
一
人
川
口
J

夫
、
ト
け
の
椛
叶
ー
に
つ
い
て
も
、
会
7
e

出
・
資
金
業
制
度
判
一
に
関
！
一

43Q小
安
川
！
ハ
会
え
久
門
司
氏
ら
こ
一
設
整
予
つ
え
、
パ
ヘ
断
を
内
し
て
い
ゐ
こ
三
ご
あ
る
d

ベ
ア
ラ
ン
議
円
以
の
反
対
一
件
r
一

執
行
出
日
叫
ん
抑
え
氏
む
こ
と
が
円
能
で
あ
っ
た
の
は
、

小
官
、
挙
区
引
を
巾
心
と

L
hん
選
挙
制
度
内
拝
人
に
よ
り
党
執
行
部
に
権
力
が
集
中

し
た
た
め
ご
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が

｛
ン
ハ
〉
ハ
午
に
グ
レ
ソ

l
J
金
利
が
h
f
止
さ
れ
九
一
早
大
の
原
凶
1
L

の
児
方
ち
で
与
で
、
つ
C
あ
る
f

し
か
し
な
が
り
、
貸
全
業
制
民
等
に
問
ず
る
小
委
員
会
で
の
長
品
の
ま
と
め
五
は
、
サ
な
が
一
り
の
一
片
民
党
流
で
あ
J

九
一
よ
う
に
も
見

え

る

河
川
）
膝
た
粁
は
、

小
泉
政
権
発
足
以
削
に
ち
り

G
E
l心
弐
町
政
策
決
ー
注
ル
ー
ル
リ
一
つ
い
t
、

次
め
よ
う
一
寸

hm［
て
い
る
c

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

わ
色
、
！
戸
町
一
允
内
で
政
ベ
ル
が
決
定
三
れ
る
阻
む
に
は
、
政
調
印
会
、
政
両
事
議
会
、
総
務
会
で
の
審
設
を
M
げ
に
諦
撃
が
注
ん
ご
い
く
の
だ

が
、
各
段
は
刊
で
の
審
議
で
調
整
で
き
な
い
よ
、
つ
な
人
三
一
件
、
汁
立
が
あ
る
場
合
に
は
、

,f 

1
J
か

＼

多

ー
分
に
調
的
が
つ
か
な
い
均
台
に
は
、

ノ
＼
の
ぬ
ム
μ
、

う
え
で
の
会
長

任
」
と
去
、
れ
る

戸
一
れ
は
合
坪
的
一
応

の
長
崎
、
か

J
J
9
μ
ば
、
例
別
利
討
を
寄
宿

ν

つ
つ
も
、

y
て
の
行
主
一
過
ぞ
に
ふ
り
党
の
評
判
が
低
下
す
る
こ
と
を
遊
リ
、
泳
全
体
の

一
の

を
市
仰
は
「
る
た
め
、
会
長
灯
、
幹
部
に
最
炉
、
浪
宅
を
羽
相
談
す
る
ン
ス
ネ
ム
と
解
釈
士
き
。

利
片
品
（
生
京
ム
ハ
財
〆

つ
ま
り
、

小
U

ん
政
棟
以
前

の
白
川
ハ
引
に
お
い
て
も

ド
ト
ム
ア
y
フ
で
あ
っ
た
と
は
い
、
ズ
、
バ
「
巾
じ
↑
悦
々

つ
L
い
た
わ
け

い
山
内
主
市
川
！
（
の
一
氏
川
刈
が
あ
っ
た
と
し
、
も
、

で
は
人
ゆ
く

の
利
益
を
葉
山
す
る
た
め
仁
必
要
な
政
F

市
に
つ
い
て
は

二
叉
父

rゴ
ニ

E
耐
え
寸

E

i

は
執
行
誌
が
、
そ
の
よ
六
七
を
決
桁
じ
て
き
た
し
、

以
対
ー
一
す
る
ぷ
口
た
ム
，
b
、
そ
の
こ

f
k

き
た
の
で
あ
る
U

も
ち
ろ
ん

、／

市北政府他ヘ元
U
X
N
以
出
の
口
甲
山
4
k
c
は、

山
J

H
仇
止
い
J
j
L
し〈
J寸
ゆ
4

在
、
i
i

、

j

1

J

J

l

；
l
 

郵
政
見
付
化
の
よ
う
な
党
山
一
に
山
／
＼

強
い
弘
対
の
あ
る
政
策
に
つ
い
一
仁

ゲレ

は
、
そ
の
決
定
を
強
仇
す
る
こ
と
は
川
州
で
あ
り

L
古
代
り
さ
わ
続
け
た
の
（
じ
は
あ
る
が

こ
の
こ
と
を
踏
ま
、
λ
て
グ
レ
l
ソ
1
ユ
金
柏
町
止
の
決
七
百
む
に
つ
し
て
考
え
と
み
よ
う
c

金
融
庁
か
中
間
報
土
門
戸
じ
グ
レ
l
sソ
1
ン 1日' , 

’d弘
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会
利
廃
ド
を
閉
経
に
打
ち
出
し
て
1

い
ま
）
b
J

た
め
、

グ

〆

ヅ

ン

い
と
f
A
ごス

令↓
J

こ
附
胤
は
こ
も
に
、

と
い
た
、
？
で
こ
ご
小
委
員
会
て
成
人
川
を
ノ
れ
一
た
も
の
の
、

グ

レ

ソ

J
A
斗
刈
出
ペ
ペ
に
反
対
す
る
門
ー
も
袷
く
、

E
U九
は
な
ト
な
か
ま
と

ゴ
桐

ま
ら
人
ゆ
か
っ
九
一
け
れ
y
j
b
一九マヂ
γ
延
々

t
絞
り
と
と
こ
ろ
、
泌
一
平
て
「
j

れ
ん
よ
う
い
、
ニ

せ
て
党
内
の
T
m

致
を
メ
ら
け
山
す
上
り
は
執
行
部
内
向

f
を

υ
て
て
元
い
進
む
べ
き
し
と
い
う
雰
司
気
に
入
ゆ
U
、

任
を
取
り
ド
h
A
U

グ
レ
l
u
l
／
ん
ー
が
い
の
従
汁
が
決
め
ら
れ
た
f

ま
さ
ト
い
つ
も
」
な
が
ら
の
一

u－
弐
党
内

こ
の
粘
ょ
の

μけ
々
は
、

つJ
＼
あ
る
J

日
開6
 

さ
ら
に
い
寸
例
措
註
は
、
出
費
者
全
晴
業
界
二
と
っ
ζ

は
そ
れ
ほ
ど
メ
ワ
7

P
の
あ
る
寸
で
は
な
か
っ
た
止
め
、
県
立
寸
余
地
業
界
は
、
川
」

r

一子j
 

リ
人
R
P
 

あ
く
ま
亡
」
上
限
常
利
引
ヌ
げ
と
針
早
川
見
机
に
つ
い
て
再
ω
ろ
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、

べ
一
ア
一
ブ
／

ら
も
、

H
K
校
、
ま
ァ
グ
レ
ー

ゾ
lJλ
栄
町
引
を
廃
止
L
9
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
七
そ
れ
附
与
へ

グ
レ
l
リ

l
シ
余
利
の
廃
止

i
伏
ま
っ
た
絞
じ
な
で
、
本
牝
子
を

杭
由
い
，
口
小
知
事
選
挙
に
拒
こ
、
っ
と

T
る
山
中
川
幹
事
に
の
ー
道
に
よ
じ
特
例
案
が
議
出
さ
札
て
も
、

白
い
民
批
山
円
九
J

ら
は
、
そ
札
ほ
と
大
き
な

以
北
お
は
バ
什
守
ν
h
f
J
っ
と
の
一
じ
£
る

要
す
る
に
、

れ
京
成
作
以
前
に
お
と
よ
り
、

立
の
利
、
仕
か
ら
市
F

政
竹
内
決
定
に
お
け
る
完
執
’
口
部
の
示
響
力
は
そ
れ
な
り
に
は
あ
：
ノ
、

一
＼
ど
へ
ー
で
も
必
要
な
政
波
は

以
内
試
］
H
J
M
M
U
以
禿
す
る
に
μ
v
d
、
執
針
部
が
L

い
『
守
し
て
そ
れ
を
＋
大
返
さ
い
は
て
い
る
の
で
あ
F

そ

一一、】一一

h

J

J

i

E

｝

7
3
L
4
N
「J

＼

だ
執
行
J
U
の
HLW
巡
回
方
が
め
ま
円
た
こ
と
が

グ

シ

ソ

ン

令

利

記

小
選
進
一
刈
一
剣
山
心
の
忠
治
一
刻
吃
L
な
れ

け
の
、
た
る
原
料
乙
ま
一
、
は
↓
否
、
え
な
い
と
い
う
の
が
、
ん
で
す
若
乃
ν？
え
と
あ
る
リ

第
六
節

政
帆
批
判
w」
お
の
属
人
的
要
問

政
策
担
当
者
の
同
へ
的
な
要
因
な
市
判
明
司
る
円
以
方
も
あ
る
f

ご
の
け
叶
山
町
、
金
融
刊
当
大
巨
と
内
閥
的
ぱ
ιほ
ソ
寸
三
市
川
畑
・
経
済
対
ば
担

以
「
）
戸
い
、
泊
関
口
益
金
融
業
界
に
対
し
て
批
判
慌
で
あ
ー
に
3
謝
…
山
一
と
十
旬
以
凹
が
羽
任
し
て
い
た
こ
と

J
べ吋一、へ
J

一

－、
l
b
j
h

同
じ
く
れ
脅
汗
金
融
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業
界
に
お
で
批
判
的
て
あ
了
に
蒸
す

f
弁一
ι肢
が
、

一
年
の
任
期
J

片
山
き
士
信
用
別
は
撃
す
｛
円
卒
課
長
補
佐
＝
し
て
ほ
川
さ
れ
て
い
た

F

ア
P
P
Mヘ
重
女
ご
あ
っ
ナ
ヒ
号
、
え
る
の
で
あ
る
、
ヒ
い
み
の
も
、
合
会
議
口
介
、
こ

い
立
治
J

訴
も
じ
く
は
会
利
日
｝
斗
一
化
論
以
引
け
し
か
、

金
一
一
担
、
」
？
六
日
ご
ふ
の
つ
え
な
ム
ば
、

全
般
庁
は
山
資
J
U
爪
リ
ト
幌
仏
軍
向
付
引
き
戸
げ
い
上
る
グ
レ

i
ヅ

l
ン
念
利
時
パ
引
の
寸
幻
を
れ
に
J

山
す

こ
と
は
で
ヌ
な
か
づ
と
ご
あ
ろ
う
。
て
J
N
J
l
旬
、
一
中
間
却
抑
止
門
は
雨
漏

np一
じ
山
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
保
が
刊
俊
市
出
川
凶
仁
た
↓
ロ
し
、

U
7
訓
湖
町
の
許
士
を
得
る
こ
と
亡
、
出
資
法
の
以
全
社
ぃ
引
き
へ
げ
が
明
確
に
打
ら
出
さ
れ
Q
こ
と
に
な
っ
ん
の
ど
あ
る
f

出
資
法
の

収
入
f

利
引
戸

1
げ
が
中
間
報
斤
に
日
J

コ
山
さ
れ
た
こ
と
一
い
＼

情んど原ム，は、

そ
の
刀
山
C
た
内
の
議
論
を
ま
と
め
ぜ
一
る
を

山
川
川
ん
出
品
の
ヘ
可
十
、

組
け
な
く
な
り

グ
レ
l
r
l
〆
伝
利
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
、

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

こ
う
し
た
政
策
担
当
者
の
属
人
的
な
長
国
が
重
安
む
あ
J

た
、
、
と
は
間
違
い
な
い
、
当
主
引
も

グ
L
l
／

l
／
主
刊
詰
ト
し
力
八
主

E

i

j

f

l

（

i

J

I

l

 

桂
川
川
、
ゴ
ミ
川
寸
寸
戸
ん
に
よ
、
て
正
津
守
き
る
事
吋
ゼ
と
考
え
て
い
る
つ
ま
れ
、
デ
レ
；
／
i
ン
金
利
除
と
の
政
治
過
在
を
“
詳
細
に
一
一
「
山

述
？
〕
戸
、
お
り
、
γ

ゃ稿
J

も
事
会
丈
山
間
一
保
守
一
記
冶
j
る
に
際
v

三
一
、
争
一
く
を
依
拠
、
工
、
い
る
、
川
パ
一
十
社
u
f
し
者
一
サ
ラ
金
潟
市
ご

は
、
八
号
剥
ιわ
ず
に
関

ギ
、
は
大
森
去
、
人

Lfyつ
畑
作
山
ヘ
休
日
僚
に
魚
川
を
絞
ハ
て
一
回
注
〕
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の

ι注
す
か
ら
辻
、

I
Jず
と
い
う
人
物
の
ん
汀
在

一弘、ィー、
J
Y
J

／
f
l
「

J

1

1

／

ー
ペ
J

文

f
l
A
1

；

の
市
川
九
」
子
可
認
に
し
た
大
き
な
安
当
と
あ

οょ
っ
に
訂
一
円
み
円
以
九
る
c

と
は
い
八
、
第
h
肖
で
概
観
す
る
の
だ
が
、
字
削
ケ
わ
い
伎
の
一
一
史
的
経
緯
を
見
て
い
く
と
、
ス
良
債
権
問
題
が
↓

コ
ロ
刈
年
に
解
以
〕
J

一
日
一
淳
、
泊
費
長
引
設
境
川
が
山
口
化
さ
れ
て
い
る

F

〕
丹
一
流
れ
を
踏
ま
え
る
べ

グ
レ

i
J
i
／
金
利
の
崎
リ
と
総
量
税
制
の
角
J

人
と

ね
一
ん
ぬ
ん
也
ー
人
一
子
七
ま
七
ま
重
要
な
υ
地
位
に
必
い
一
、
い
た
か
ら
宮
、
刻
さ
れ
た
と
い
与
よ
り
は

い
う
副
則
的
な
規
制
強
化
も

下
ご
つ
し
た

、／

消
費
者
深
議
規
制
の
強
化
の

つ
ま
日
本
下
町
ん
は
、
底
八
日
主
主
囚
と

γワ
ア
ド
ホ
リ
？
な

し
で
実
用
品
三
一
れ
た
よ
、
っ
ド
忠
わ
れ
る
f

ゲレ

説
内
じ
は
な
く
、

よ
り
出
子
泣
的
な

よ
η
禁
治
ぬ
な
さ
ポ

y
yワ
つ
こ
と
が
川
能
「
あ
る
と
ど
、
一
ん
ら
れ
る
の
一
じ
あ
る
「
み
と
て

vb叫
／
却
で
は
、

1
4
m
と
し
亡
、
企
椛
当
尽
の
政
策
士
己
pf一の
転
換
に
必
汀
し
た
説
四
川
を
検
討
す
る
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,,ii 

第
ヒ
節

人ム融
w
i
H刊
の
政
策
志
向
の
転
終

ニF
で
は
ま
ず

の
よ
み
に
兇
ど
い
た
の
か
に
つ
い
て
日
照
到
J

て
お
こ
う
べ

か
ね
て
よ
り
全
融
当
局
は
、

ゴ
桐

貸
金
業
界
を
愛
辿

L
ご
監
督

τ
に
収
め

T
？
と
v
？
工
、
い
た
7

一
い
う
兄
心
が
あ
一
。
担
制
限

却
に
よ
る
と
、
金
融
1

同
法
、
同
九
度
、
も

淀
川
知
在
日
制
ソ
一
ワ
金
波
古
河
注
を
引
き
起
こ
し
な
F
L円

金
こ
政
治
h
ハベ

で
L

一
く
ま
し
ノ
、
生
、
一
一
残
っ
て
き
た
南
京
者
全
一
芳
界
を
苦
々

L
い

白
川
戸
J
U凡
JL
お
り
、

か
ね
亡
か
ら
常
一
ハ
？
を
怠
淫
ヲ
る
、
L
前
久
咋
一
を
山
中
じ
亡
い
た
と
い
、
つ
n

全
訟
当
局
に
は
ー
も

L
M弐
経
済
に
と
っ
て
市

費
者
全
喰
と
い
、
つ
も
の
が
異
に
必
要
な
ら
ば
、

さ
せ
｛
し
ま
え
ば
い
い
じ
心
な
い
か
」

円
分
子
一
九
の
息
の
か
か
う
た
銀
行
に
行
切
ら
せ
て
、
業
中
市
も
怪
人
主
化

と
い
う
川
中
間
山
が
あ
／
一
た
と
、
一
一
肝
は
M
刊
『
日
刊

L
C
い
る
c

ま
た
キ
子
川
中
川
市
ド
も
、

い
っ
そ
の
よ
し
へ

金
械
は
が
規
市
強

が iヒ
あを
どl

i，、一
） にじ

詰め

て J!!'.
い m
ゐ lοσ〉

ー
八
九
岐
お
時
代
か
F
そ
げ

－
L
1
 

1
J
 
一
川
費
者
f
p
ム
瀧
は
畑
山
れ
じ
ゃ
ら
せ
る
べ
き
だ
」
l
y

い入
J
r
H
A
d

「
J

？
」

F

｝
ド
包

か
u

な
が
り

貸
〈
十
宗
国
作
淀
川
に
は
れ
悩
的
で
£
う
る
に
〈

円
ぺ
体
例
ふ
ぷ
げ
る
と
、

大
議
長
は
、

前引一いい、

こ
れ
は
お
一
ヰ

F

こ

じ

よ

〉

’

u

、

マ、ョい
v
I
J
U
一一
4
U

化
八
二
両
に
μ
リ
ラ
主
閃
悲
が
深
刻
化
3

J

r

九
日
会
誌
荒
制
九
月
九
炉
問
た
さ

r
／
際
に
ほ

ー
よ
成
川
町
甘
、
い
務
心
ゾ
ハ

省
、
警
察
は
な
ー
一
関
係
省
庁
は
持
、
ー
士
守
権
を
ノ
ろ
う

ιは
γ
ず
、
み
し
付
け
人
甘
い
に
な
り
、
L
最

pr的
に
は
詳
店
員
斗
法
に
安
打
い
コ
れ
た

六
歳
省
河
ぶ
に
は
、
「
ム
寸
前
機
問
リ
銀
’
十
、
「
刷
出
h
リ
た
A
W
L
i
r
M
け
一
と
い
う
与
、
x
H
h
r
強
ノ
＼
、
「
な
目
、
也
乏
寺
、
thい
の
伺
倒
を
代
々
が

克
な
け
れ
ゴ
な
じ
り
な
い
の
か
と
い
う
よ
叶
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
の
と
あ
一
。

ほ
弔
い
い

十
九
キ
ノ
九
作
い
西
一
1
口
l
／
山
川
認
が
引
ム
一
日
川
吋
題
Y
一
な
う
た
際
に
は

山
交
法
の
ド
一
民
会
川
J

引
え
二
、
げ

一
部
政
治
家
か
ら
、

が
川
問
題
郎
氏
に
つ
主
が
る
と
い
う
古
J

が
が
っ
と
も
の
の
、

山
資
小
山
お
よ
び
代
日
人
ム
業
規
制
伐
を
改
正
す
る
こ
t
t
に
は
、

合
叶
地
中
」
旬
以
、

制
怒
川

hrあ
っ
ι
に
と
い
う

当
ご
、

ι
一
寸
斤
）

l
t

サ

ペ

yぃ川
v

改
正
の
i

l

J

却
を
取
ゐ
わ
り

閣
制
法
は
岳
民
ー
リ
決
と
い
う
符
絞
が
あ
る
だ
け
に
、

そ
の
理
由
じ
あ
／
一
た
と
い
う
f

九
一
は
い
カ
な
い
」

（
大
蔵
者
院
係
者
〕

と
い
て
つ
の
が
、
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帯一一今に、

こ
れ
は
前
＝
h

？
記
ー
に
一
の
〉
ー
が
、

賃
金
業
訓
は
窓
説
会
の
担
当
こ
な
っ
た
限
枠
P

4

・
課
長
一
一
払
が
、

釈ぶパムア、に
hNV
－吉一円相

袴卓ナィえい版

H
体
の
代
4

択
を
呼
ぼ
う
と
〕
た
い
r

一
一
ろ
、
対
務
省
か
ら
明
日

L
C
い
た
キ
ヤ
）
ア
幹
部
ご
干
刈
の
引
の
お
れ
に
い
ι

、
あ
る

中
原
幹
部
か
h
、
前
仰
の
な
い
こ
と
を
す
る
以

i
、
な
ザ
ぞ
れ
が
必
味
な
内
か
↓

C
C
べ
l
ン
は
資
料
を
市
主
ノ
γ

ウ
一
〆
ム
川
〕
ι
円れ

た
n

何
こ
か
資
料
を
市
日
一

1ω
と
、
ー
山
立
者
凶
作
の
一
円

2
）
し
を
鵜
予
J
A
に
し
て
、
二
人
な
巾
清
一
な
何
で
全
体
の
議
論
を
ゆ
が
め
ゐ

っ

こ
の
幹
部
は
、
任
期
を
終
え
る
と
財
務
省
三
氏
つ
と
い
勺
れ
一

K
M
1

功、

l
l

資
料
を
ほ
に
投
げ
つ
け
竹
れ
た

こ
の
よ
う
に
へ
胤
仏
首
は
、

資
全
業
規
杭
に
沼
町
忠
治
と
あ
っ
た
1
、
全
域
け
に
山
い
れ
し
η
い
た
財
務
bv

一
の
キ
み
リ
7
｛「
l

僚
は
こ
の
ひ
立

年
の
吋
占
に
お
し
て
も
、
貸
令
栄
一
叫
拡
に
反
対
ヲ
る
か
の
よ
う
な
能
川
出
肢
を
と
っ
て
い
ふ

／比常

権
以
の
壮
大
を
追
求
す
る
は
す
の
一
」
』
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僚
機
叫
が
、
規
制
に
消
極
的
ー
と
い
、
〕
の
は
不
思
誌
を
話
で
あ
ヰ
コ

’t
融
J
J
U
，
カ
貸
主
主
界
足
削
に
計
祢
的
で
あ
っ
と
の
は
、

貸
金
業
界
は
ド
川
県
白
ず
る
の
が
難
j

乙
末
時
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

戸、、ノ京土

／、川
ν
r
l

山
を
J

三
げ
る
し
y

、
第
一
に
、
貸
人
官
業
界
は
長
引
十
人
口
と
の
関
一
怜
が
川
守
さ
れ
て
お
り
、

下
手
仁
問
わ
る
と
火
の

P

1

4

一ょ、
A

f
f
f
ー、

：~ 
ノ、

II 

な
」
境
界
だ
っ
た
か
り
で
あ
る
貸
与
、
議
界
の
ふ
ー
に
は
、
暴
力
凶
な
と
反
？
会
的
勢
力
の
田
川
ワ
が
目
立
わ
れ
る
や
詰
へ
も
あ
っ
た
コ
ま
一
件
＼

あ
る
十
六
J

j

J併
存
U

ッ
え
一
融
合
引
の
吋
：
？
？
に
は
、

利
主
一
を
泊
し
た
跡
に
I

、あ

o
r－
い
う
一
危
も
あ
っ
F
C

山弟一一
f

ぃ、

消
賞
者
」
公
間
会
主
は
政
治
資
金
の
淀
川
い
や
ム
竹
本
川
市
出
吋
叫
ん
1
マ
品
川
｝

ν

亡、

つ
E
う
に
な
う
て
い
た
た
め
、
北
川
叫
己
主
砲
～

化

τ
で
っ
と
す
る
ζ

、
政
治
家
か
い
り
一
凡
心
を
か
け
ら
れ
る
合
れ
が
あ
コ
と
か
ら
で
あ
る
J

＃
千
什
レ
ド
に
よ
ふ
と
、
人
雫
沼
役
会
長
協
会
辿

内
政
出
活
動
部
門
J

ど
め
る
ん
雫
町
内
貸
金
条
氏
治
山
県
盟

ム
十
段
達
一
は

ふ、i
〉
ぺ
〉
二
ザ
｝
カ
ら
つ
ひ

h
fま
P
の
一
年
山
川
に
、

討
民
」
九

、／

＇々 ,,, 
～，｛  

も '.L:
(Jj ：司
ー戸 、け

' ,, 
あの
つ 七百
たE 会
し 5え
ま員
千戸

政" 》L
ん

がJ

c 
万
円
(J) 

－

L
M
た
n
y
r
m
多
く
は
パ
｜
一
T

J

l

券
の
慨
人
に
よ

ゲレ

京｜
q 
U'' 

日E
i：、
久J

手司
教

'' ;JL 
' し
之！＂ミ i
' '; 

円
バ
ヘ
円
什
け
の
一
赤
υ
拭
に
は
、
一
一
氏
党
の
立
集
約
を
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
武
富
ー
の
出

ノl
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帯

が
白
僚
の
大

F
り
を
受
け
入
れ
ど
い
た
か
ら
て
あ
る

一一

C
C
川
午
一
ハ
リ
月

五
り
件
ず
の

点目
υ 

,,ii 

料
開

一」よ
2

ぬ
と
、
リ
パ
哉
当
・
り
州
市
初
お
か
い
り
消
蛍
苦
吟
削
六
千
万
戸
ム
へ
の
役
員
や
顧
問
L

J

て
の
一
八
ぐ
り
は
、

L
T
7
J
l
J
I
E
 

i
I

／
〈
子

I
q
F

ゴ
桐

一人－
L
！
っ
ー
し
お
り
、

一
一
行
信
販
を
除
く
問
汁
に
は
、

戸
ザ
乃
時
点
で
も
、

一
正
銀
ノ
仁
局
長
や
り
ハ
斗
限
検
小
笠
七
な
ど
五
人
の
↓
冗
？
た
！
同
J

七
悟
J

が
、
会
長
や
九
日
立
官
仇
は
い
此
い

C
い
た
。
ま
た
日
本
町
駅
／
れ
に
よ
ゐ
と
、

円
木
訟
行
か
り
元
浬

市
中
を
ん
け
む
没
成
［
円
九
九
人
が
、

つ
つ
六
午
か
ら
退
去
一
八
可
山
に
お
い
て
、

！
大
下
型
空
荷
主
肱
同
引
に
可
川
町
一
時
し
て
い
ん
と
い
う
U

こ
の
た
め
主
肱
当
局
は
、
泊
費
ω
行
人
ル
棋
会
判
へ
の

開
制
強
化
に
は
頃
重
で
あ
J

た
と
与
え
v

れ
る

第
川
に
、

そ
も
て
も
全
融
当
局
は
、
泣
雪
者
収
支
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
か
p
で
為
る
、

業
界
の
ね
開
通
局
・
育
一
同
を

日
十
小
の
山
口
け
は
、

汁
口
V
N
ソレ一し、

νバ判官ハゎ台品不苛ピ円九五が

（
I

〉ハ
J
九
」
什

ば
賞
者
保
護
↑
は
ほ
と
ん
と
問
、
一
ふ
払
つ
に
一
）
な
か
れ
J

た

こ
の
こ
と
は
消
費
朽
げ

い
な
、
て
よ
う
や
く
設
守
さ
れ
た
こ
；
か
ら
も
ね
か
え
d

第
五
享
で
一
一
）
く
説
町
す
る
か
、
余
蛾
’
η
此
工
心
い
て
も
同
紙
で
あ
り
、
会

融
行
政
は
一
議
／
日
行
政
と
抑
抑
え
れ
る
も
の
で
あ
ワ
た
〈
先
L
一戸ヤル
J

よ
う
に
、
み
作
了
が
多
重
仲
間
柄
長
支
援
巨
体
内
代
表
を
民
会

に
行
宇
っ
と
ー
に
｝
際
に
、
ト
ヘ
ー
同
一
小
川
パ
巾
身
の
キ
ャ
リ
ア
｛
？
僚
が
そ
れ
や
妨
害
3

亡
さ
と
え
ご
」
こ
が
、
こ
：
五
三
円
僚
の
一
三
議

十
一
且
一
（
1
4
的
に
川
J

ぜ
て
い
る
こ
こ
の
こ
ζ

に
ツ
い
て
討
手
什
ボ
は
、
「
消
揖
何
者
凶
休
の
よ
う
な
出
品
家
集
川
の
守
つ
こ
と
に
犬
十
の
財
務

j

～
が
ま
と
も
L
取
り
合
う
ど
久
は
な
い
」
と
い
う
の
が
、
「
一
が
の
お
袴
・
全
政
行
政
γ
一
リ
ト

コoJ

U
K
A
で
は
あ
る
と
一
一
雨
〕
こ
い
る
コ

省
以
】
内
河
出
向
か
り

レ
ご
7
hり
い
巾
J

ふ、）一
J
六
年
に
ゲ

L
l
fノ
ン

合
計
州
当
ー
一
川
は

貸
合
素
焼
削
叫
に
枝
川
時
川
町
一
じ
は
な
か
っ
た
り

幸
町
引
を
ポ
宇
、

台
定
す
る
川
対
局
裁
判
以
が
山
三
一
れ
る
と

合
叶
他
庁
は
阿
佐
に
ゲ
レ
ゾ

I
〆
人
ム
れ
吃

H
L拭
く
ハ
ム
大
子
出
品
質
者
八
ム
rm

会
社
の
違
法
行
為
を
洗
い
出
l
、
νぬ
お
処
分
を
下
す
こ
と
で
、

マ
ス
メ
デ
ノ
ア
e

刊
日
帽
の
サ
一
ソ
金
批
判
を
む
J
J

た
｛
ま
れ
一
位
、
企
業
法
談

会
に
は
、
多
草
債
務
古
川
休
日
代
表
？
一
招
い
亡
、
被
害
の
実
際
を
訴
え

3
せ
、
さ
ら

の
メ
ン
バ
ー
い
は

ゲ
〆
レ

1
ゾ

1
〆
会
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利
略
い
り
ん
引
に
景
山
氏
す
る
よ
へ
ん
ハ
河
も
し

7
た

特
例
措
置
の
す
r
人
や
利
怠
制
限
法
の

l
涼
一
円
介
川
主
一
上
げ
に
け
引
い
た

戸、つム久、

J
r
u
r
「

F

ア
P
P
7
、、今…ー一

J
は
汗
ノ
フ
人
慌
の
味
方
町
ば
わ
り
さ
れ
る
こ
と
じ
な
る
が
、
一
一
れ
も
ハ
同

主
口
十
で
説
明

L

罰
hυ

A

コ

キ

i

i

ュ：
v

、if
h

あ
ま
り
メ
リ
y
ト
の
仕
い
も
の
で
、
グ
レ
l
ゾ

l
ン
金
利
蕊
汁
を
円
滑
一
ド
実
技
す
る
た
め
の
縦
怜
正
に
持
主
一
な
ウ
叶
た
内
こ
の
よ
、
つ
に

金
融
庁
は
、

7
1

ゾ
ン
全
剖
吋
円
九
年

U
全
実
現
す
る
た
め
、
ほ
企
業
界
に
汁
し
て
貫
し
て
訴
し
い
能
一
授
を
と
っ
と
い
る
門
ゲ
レ

／

l
J
会
引
い
の
蒋
止
は
、
九
十
…
斤
の
土
中
月
引
に
」
打
完
現
さ
れ
た
の
で
あ
一
J

た
U

面
化

J
q
b
に

グ
レ
l
y
l
ン
全
引
の
努
止
が
実
現
ミ
れ
た
の
は
、
全
域
け
が
グ
レ

l
ゾ
1
J
全
日
引
の
終
止
を
沢
桁

L
、
そ
の
ぞ
現
の

た
め

マ
ス
メ
デ
〆
ア
や
サ
ワ
伝
救
出
汗
及
川
叶

H
体
主
靴
刑
し
て
品
川
訟
を
煽
り
、
政
治
｛
ん
か
の
反
刈
を
封
じ
込
め
た
こ
と
が
決
定
杭
に
重

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝
ヂ
〈
で
あ
っ
た
L
f

ぃ
、
）
の
カ
、
半
半
引
の
与
え
で
あ
ス
コ
従
末
川
川
主
滋
当
局
で
あ
れ
ば
、

ク
レ
ー
ザ
ー
ン
牛
利
LY十
円
定
す
る
呉
市
h

批
判
広
が

自
さ
恥
て
も
、
貸
主
主
規
制
r
は
わ
改
正
出
討
、
中
山
は
議
員

zf汁
い
だ
か
ら
と
い
、
っ
理
山
じ
、

で
の
古
川
人
一
工
に
積
院
間
的
に
動
こ
う
と
は
せ
Jq
、
株

子
4ノ
か
決
め
込
ん
だ
で
あ
ろ
う

か
り
に
ふ
一
日
攻
「
に
動
い
た
t
／
一
い
て
も
、

ゲノ
L
1
ソ
ー
ン
会
一
川
刊
の
廃
止
ま
で
は
断
み
と
ま
ず
に
、

山
一
の
ヒ
院
全
利
を
多
少
引
き
下
げ
ノ
る
こ
と
で
い
心
茶
を
濁
？
戸
、
ド
た
可
山
淀
川
析
は
が
古
河
い
〈
そ
の
助
合
、
政
治
が
り
ャ
ダ
ン
ノ

一、ゲ〆

v

ゾ
ン
～
一
利
凶
Jhγ

に
副
主
出
す
ー
〆
も
γ

？
λ
に
く
い

グ
レ
ャ
ゾ
、
J

合
利
問
題
に
闘
し
て
は
、
よ
ど
m
J
r
相
は
ほ
と
ん
ど
悶
い

小
泉
設
住
で
は
叶
ん
斗
干
義
的
な
絞
1
併
設
読
が
と
ん
れ
、
い
た
た
め

を
い
九
セ
て
い
な
い
】
d

ワ
犯
の
側
、
か
ら
口
光
的
に
判
判
強
化
の
勤

主
一
が
出
て
〈
F
勾
m

－
ζ

は
な
か
っ
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る

ぅl毛

貸
全
米
界
、
の
規
制
強
化
に
巾
程
内
一
じ
あ
っ
た
の
に

な
ぜ
p

v

灯
時
期

そ
こ
で
叫
わ
れ
る
べ
き
は

金
問
中
寸
「
町
は

、／

円
は
グ
レ
ー
ザ
ー
ン

u
q画
明
市
な
州
市
川
引
強
化
の
五
現
」
お
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
そ
一
」
の
什
川

の
平
泳

ιーと

ゲレ

へ
の
平
背
り
呼
応
は
、
従
来
の
ん
J

川
畑
中
」
月
り
は
妓
沼
山
枠
内
と
は
異
な
り
、
ハ
ム
融
庁
の
一
民
一
治
一
遅
川
町
が
、
泊
守
日
者
仮
設
の
姿
勢
を
打
ち
山
す
ご

1ノJ

と
こ
と
に
i
J
f
J
h
J

一
か
ら
と
い
て
つ
も
の
じ
あ
る
r

こ
の
へ
J
融
当
局
の
政
策
一
日
古
川
町
の
転
換
円
、
J

い
て
は
、
単
ム
ヤ
ー
」
MM

I'' 
、企
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め
と
説
明
す
る

第
打
ι
千

金
敵
行
政
の
変
化

ゴ
桐

本
青
で
は
、

「
行
為
渇
叫
一
日
」

t

示
作
品
川
川
一
読

灯
慨
念
を
川
い

ノ
ー
同
1
十
日
の
良
策
志
り
の
転
換
に
宮
円
し
て

化
を
高
じ
る

第

不
払
行
為
前
川
弘
」

M
川
政
志
向
の
一
品
川
同
船
同
行
政
と
そ
れ
へ
の
批
判

－
 
L
 
f
 

戦
後
の
金
融

h
政
は
、
谷
川
議
ン
ス
テ
ム
の
安
定
を
長
十
へ
の
ヨ
的
と
し
て
い
ん

の
M
V
4

い
長
級
機
関
で
忠
っ
て
も
政
絞
ず
る
こ
と
の
か
h

い
よ
う
、
政
し
い
規
制
に
よ
JJ

て
金
融
機
陀
凶
上
の

よ
わ
た
め
十
八
広
告
は
、
程
営
基
誌
が
涜
弱
で
！
却
λ
y
l
M
U

、
F

3

V
4吋（

ω

る
一
議
、
M
h品
川
似
万
六
」
で
あ
る
J

事
前
1
M
引
に
よ
り
、

一
日
為
過
誤
間
引
政
よ
け
も
不
刊
九
州
過
一
点
目
避
か
優
先
す
る
ノ
つ
政
を
い
井
比

て
い
た
わ
け
で
あ
る

、
し
ト
ヘ
）

l
i
i♂
交
r

こ！ソ忽町、

二
戸
元

aノ
f

〉

fiノイ：↓
I
J
Hド

金
融

μ
…～ιに
が
常
法
的
に
送
間
伐
す
る
大
h
u
m
龍
一
段
判
い
定
期
沼
、
金

金
利
が
段
階
的
に
什
プ
」
化
さ
れ
、
新
〕
い
ん
立
閥
均
品
の
販
売
が
少
｝
ず
つ
認
め
い
）
れ
て
い
っ
た
の
ご
あ
る
ぺ
け
れ
ど
も
、
戸
の
八
三

m
u

Jコ

山
化
は
、
一
川
偵
の
大
量
発
行
と
合
同
問
の
川
一
際
化
r

ぃ
、
つ
一
つ
内

1

コ
ク
サ
イ
化
一
や
即
刻
2
〆て

h
打、

口

の
首
γ人
z
h
A
m
y一

t

川
に
全
故
村
山
間
化
や
一
般
め
ど
も
の
で
は
な
か
っ
七
日

）
守
u

l

k

z

：

J
j
t
H
ん

f
l
J
、
刀
る
守
川
川

念
小
説
仁
白
出
同
化
を
u
t
止め

P

一
河
川
円
ご
も
丈
減
省
は
、

す
る
と
、
破
綻
す
る
会
除
機
関
も
出
て

3
て
h

j
広
一
シ
ス
テ
ム

て
心
T
J
、
民
主
に
日
山
化
LT
地

〉
一
一

3

3

－c

N
T
L
J
チ
ι

不
H

V

H
司
品
一
誤

回
避
r心
r引
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
の
ど
あ
る
f

し
か
し
な
が
ら
一
r

九
九

C
主
代
に
な
る
」

と
し
う
批
判
が
強
く
な
る
r

バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
不
良
債
権
問

の
＋
小
久
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υ
、
合
成
ン
ス
テ
ム
人
1

ハ
ル
ハ
が
深
刻
れ
や
い
す
る
と
、
ヘ
弔
問
一
引
吋
の
「
護
送
船
問
石
夜
一
が
り
本
の
令
一
同

γ
ス
テ
ム
を
弱
め
た
ど
い

、
つ
見
方
が
つ
が
つ
止
の
で
あ
る
J

会
閥
抗
矧
…
の
撚
古
ー
こ
し
一
、
は
、
主
と
し
℃
川
キ
の

第

－L
、
遅
刻
規
制
ぃ
r
K
G皆
、
海
副
記
を
引
き
起
p

〕
し
た
7

一
い
う
兄
心
が
な
さ
れ
た

『
）
れ
は
つ
ま
り
、

庶
務
状
態
が

Z
化

こ

も

最
長
は
に
↓
方
向
布
が
政
治

L
て
く
れ
る
し
い
、
っ
そ
一
フ
ル
ハ
ザ
ー
ト
が
金
問
夜
間
叶
の
将
営
者
仁
生
じ
ん
ん
こ
と
と
、

ノ

F、

に
は
主
限

検
問
が
、
地
住
、
お
の
リ
へ
ん
ワ
を
ほ
l
t
人
ど
考
慰
す
る
こ
と
な
し
に
不
動
v
h

鉱
資
詩
会
市
さ
せ
、
そ
の
結
束
、

一
九
九
C
rキ
パ
、
二
入
つ

亡
地
川
叫
が
罰
法
す
る
と
、

小
広
告
権
ム
円
山
口
が
深
刻
化
し
ど
と
い
、
予
見
刀
で
あ
る
そ
の
〉

7rL

日
1
7
Jに1

4
2
f／
U
6
4
 

九
九
C
午
代
に
人
J

ご
し
も

営
者
は
依
然
J
し
て
最
吋
仏
大
“
戚
有
が
ぷ
済
し
て
く
れ
之
と
4
4
v
え
、
リ
ス
k

ブ
刀
、
在
只
必
売
却
な
ど
、
経
常
刊
建
の
労
刀
を
怠
っ
て
お
り
、

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

そ
の
村
巣
、

不
i
、
依
枠
附
トd
開
国
が
己
記
釘
化
し
て
い
る
と
い
、
つ
の
で
あ
る
コ

第
一
に
、
す
h
L清
張
問
方
式
の
ド
で
は
経
常
法
盤
が
杭
市
川
な
中
小
川
へ
M
U
相
金
融
機
関
が
存
続
す
る
－
と
が
ご
ぇ
、
こ
の
こ
と
カ
金
融
J

カノ

h
v
t
lゲ

ZF証人
J

｝ム
η

融
依
慌
の
出
ー
に

に
陥
る
も
の
も
山
一
て
く
る
一
J

こ
う

ζ
与
融
機
院
が
流
促
4
y
p
v
之
、
金
融
ン
ス
テ
ム
伏
慨
が

ム
＋
〕
る
の
で
は
な
い
h
d

ノ
お
供
さ
れ
る
ご
μ
に
な
っ
た
J

第
二
一
に
、
浸
吊
船
司
方
丈
の
一
、
ご
会
問
機
河
内
競
与
が
刻
痕
さ
れ
た
結
束
、
利
町
半
引
の

v

て
き
た
と
い
〉
7
に
ん
が
な

各
れ
た
、
具
体
例
乙
し
ー
は
、
銀
行
の
預
金
主
刈
げ
が
氏
位
に
抑
制
さ
れ
て
き
れ
ん
二
と
、
金
融
商
「
刊
の
数
古
乏
し
カ
》
た
こ
と
、

員
γJυ

批
判
が
長
引
に
よ
り
律
判
全
し
き
れ
高
止
ま
り
し

ι
い
た
こ
し
こ
な
と
が
挙
げ
ら
れ
る
υ

、／

ル
早
川
に
、

厳
し
い
規
引
は
利
用
枠
内
一
け
て
は
な
く
、

収
益
広
大
の
た
め
の
日
山
な
符
済
泊
討
を
凶
古
一
一
ブ
る
た
町
、

、
い
つ

ゲレ

亡
も
γ
／
ナ
ス
で
あ
J

ノ
ど
と
い
う
見
川
し
が
な
さ
れ
た
り
こ
の
問
題
は
、

L
q
J
C
－一

lv
＼

J

iー
ャ
コ
二
l

六

一

）

1

ノノ
r
、イヰイ】

i
l

日
本
の
令
市
別
ι
市
場
の
規
制
か
ん
町

し
い
た
め
、

金
融
取
引
が
海
外
に
流
出
し
て
い
る
と
い
て
つ

令
市
じ

ー
へ
い
川
崎
の
也
同
化
問
題
と
し
て
託
哉
さ
れ
て
い
人
円
三
こ
の
た
め
、
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…
化
や
楽
強
規
制
の
川
崎
市
ト
利
が
漸
μ
久
的
に
進
め
ら
れ
と
い
た
も
の
の
、

人
中
ハ
パ
刈
だ
y

一
九
戸
川
れ
て
U

た
の
セ
中
め
る
－
p
r
、

そ
の
川
崎
市
山
伎
は
遅
く
、

L
C
P
の
件
果
、

の
収
品
十
J
は
r
M
J
＼

日
人
τ
の

均
一
外
で
急
速
に
お
必
股
L
、ぃ

正
）
、
；（ 
'i 
平在

、＇＂

ゴ
桐

益
力
的
民
h

を
稲
い
ご
い
る
と
さ
れ
れ

第
一
れ
に
、
山
下
ん
は
こ
れ
こ

z
ム
ヘ
ニ
の
時
期
、
企
敵
m
品
川
に
対
し
て
句
け
り
れ
れ
ん
最
大
の
社
司
占
ご
あ
つ
れ
J

の
だ
が
、
五
周
布
の
過
剰

な
金
肱
川
規
制
が
一
岳
山
間
の
癒
着
関
係

fqJ
み
山

L
た
と
い
、
つ
μ
岡
山
む
が
な
主
れ
た
u

令
一
弘
？
政
の
企
川
・
山
案
、
令
市
松
検
問
吋
の
ふ
崎
山
伝
・
円
h

6
 

L
f
 
汀
Jリ人F
 

た
大
蔵
甘
い
僚
L
Y

念
融
機
院
と
の
ほ
北
村
山
大
岐
告
の
裁
量
行
政
が
、
金
融
、
ン
ス
ア
ム
不
安
そ
E
X
烈
化
さ
せ
て
γ

ふ
と
U
い
ら
札
た
の
ご
あ
る
／

督
戸
間
す
る
i
八
九
州
中
口
の
格
段
・
げ
れ
口
早
か
3
わ
め
て
ん
さ
か
っ
た
た
め
、
人
ム
織
り
は
問
問
は
大
蔵
山
内
と
緊
山
台
な
関
係
を
似
つ
必
繋
が
あ
っ
ん
へ

そ
こ
？
大
蔵
省
担
当
の

r
リ
！
？
銀
行
員
一
M
O
F
れ
い
が
大
蔵
者
～

H
A
A
L、
線
清
や
清
沢
交
軌
を
行
い
、

iwに
は
肖
級
品
川
立
一
ず
な
と

ご
飲
食
の
接
待
を
行
ら
て
い
た

ま
た
、
太
子
行
を
除
／
＼
多
f
、
の
金
融
絞
阪
は
、
工
へ
い
［
け
わ
僚
を
役
員
に
迎
え
入
れ
と
い
た
…

') 

し

ロ
ハ
作
山
に
説
明
し
よ
う
r

一
北
九
二
土
八
円
リ
】
庁
（
つ
、
ト
ヘ
一
L
J

銀
行
の
不
良
債
比
け
の

。
ト
で
引
い
vAドムつ人～
P

け
れ
か
も
民
間

の
ア
サ
リ
ス
ト
た
ち
か
ら
は
、

公
表
額
は
過
少
に
見
積
も
ら
わ
L

で
ド
る
と
い
っ
た
批
判
が
な
き
れ
た

烹
際
に
年
月
が
れ
つ
に
つ
れ
て

ム
ー
良
資
権
の
出
誌
が
法
更
さ
わ
た
こ
〆
も
あ
り
、
公
ト
れ
さ
れ
る
不
良
債
権
の
ね
は
増
え
て
い
コ
F
C

こ
の
た
め
、
と
夜
省
は
主
開
成
問

T
Y｝
サ
八
日
訪
川
ト
〕

L

ぞ
れ
込
理
を
先
日
り
二
、
い
る
の
ξ
は
な
い
か
と
い
う
示
皆
川
吠
が
z
円
ま
J

た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
政
省
は
当
初
、
活
リ
円
r
h
J
t
化
し
た
A
4
一
服
従
閣
に
つ
い
て
は
、
則
一
札
さ
せ
ず
仁
太
子
金
限
波
間
に
吸
収
合
的
3
せ
る
戸
一
て
で
、

金
融
シ
ス
フ
ム
の
安
定
を
守
る
と
い
う
り
米
の
千
り
万
J

工
品
受
し
、
鋲
行
は
一
わ
た
り
と
も
法
ぶ
な
い
と
し
て
い
た
り

2
こ
ろ
が
、
ぷ

九
世
ほ
十
一
拾
え
経
一
同
の
ん
心
ん
を
止
六
円
で
い
た
へ
子
奴
行
は
、
料
日
が
悪
化
し
ν

た
令
一
除
機
閣
の
伐
清
人
ト
ー
を
ぶ
の
ゐ
大
煎
有
引
い
支
帽
を

持
絶
し
統
げ
れ
／
C

結
果
、
大
夜
出
は
、
経
常
不
安
を
噂
さ
れ
ノ
エ
平
組
後
間
に
対
し
て
は
、
他
の
銀
行
に
支
援
を
什
わ
せ
人
、
な
ど
し
て
川
県

ヘ、印砂川
1」

hMι

づムた
c

そ
れ
－
り
の
粍
ム
昨
日
門
は
rぼ
善
し
な
：
F
r
一
た
た
め
、

そ
7
し
れ
k

八ぺ

金
融
シ
ス
ア
ム
小
女
は
江
川
応
化
し
か
そ
こ
で
、

し
か
し
、

17υυ 三iil'L3〕



問
機
関
は
i

ノ
＼
潰
す
べ
き
な
の
だ
が
、

大
政
省
は
会
融
機
関
の
括
弘
之
と
桁
ι
や
し
て
い
る
か
ら
、

令
限
際
問
J

b

一
破
綻
処
刑
ご
さ
な
い
の

で
は
な
い
か
y
い
一
た
批
川
刊
は
が
な
戸
れ
た
の
ご
あ
る
（
」

ト八十岡山／叶は

大
九
四
午
末
丹
東
口
川

ド
門
】
化
ー
も
は
れ
J
仔
絞
ぷ
J
d
能
A

な
う
た
企
限

際
問
問
に
つ
い
て
は
佼
綻
処
迅
を
た
め
て
い
っ
た
J

し
か
し
な
が
h

、
ヘ
守
防
山
広
明
の
波
紋
而
淀
川
川
枠
組
み
が
や
げ
に
草
川
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
灯
、
そ
の
処
理
は
坊
主
た
り
的
な
も
の
と
主
ら
与
る
か
山
口
な
か
っ
ん
f

一
！
九
九
一
立
年
末
に
は
、

生
ヰ
金
一
瓦
専
門
会
社

（
生
存
）

破
犯
処
刑
円
策
が
仇
じ
さ
れ
七
の
だ
が
、
ご
の
深
げ
ん
夜
中
内
は
山
一
川
休
侠
夜
門
貝
の
圧
力
に
よ
り
、
呉
林
系
企
城
川
崎
間
の
長
仰
い
を
減
ら
す
ん
f

ぬ、

公
的
資
ム
公
的
投
人
に
追
い
込
ま
れ
た
c

と
こ
ろ
が
、

内了山
J

の

当
時
は
ま
だ
経
叫
ん
ホ
7

リ
が
あ
る
と
見
ら
れ
た
説
F

日

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝
l止
イふ

お
よ

の
れ
同
杯
一
会
減
益
っ
す
た
め
に
、

公
的
資
金
を
花
入
し
ん
の
で
は
な
、
1
Jト
い
つ
奴
い
が

一
刻
缶
、
［
一
1
い
た

主
J
－

引
？
と

干
す

t
ニパ
ι
九
三

J
／
寸
4

J

大
和
鉱
行
一
ム

i
ョ
；
ク
主
主
一
じ
の
円
桂
川
悦
失
事
刊
ご
は
、

大
蔵
信
が
大
和
銀
行

ま
た

北
九
五
年
に
明
る
み
に
げ
／
、

の
h

日午
v〆
を
出
つ
一
、
マ
J

メ
リ
カ
全
引
い
i
同
へ
の
日
試
合
を
遅
ら
ゼ
だ
し
）
川
凶
ナ
ン
れ
た
↑
」
と
か
－
円
、
二
戸
、
戸
、
も
ト
八
内
百
日
、

工
、
小
改
明
な
山
巴
’
今
一
汁
政
を
行
コ
γ
、
ど
ム
v
j
J
V
、
の
ノ
オ
性
を
’
山
川
び
る
こ
と
に
な
っ
た
〈

政
は
，
恥
し
く
初
判
さ
れ
て
い
セ

7
一ご

1
1
4
了

Z
こ
3
J

一
〉

」ノ一
1
R
1
2
1
r
｛トオ
V
J

、J
「

九
古
ハ

ハリ
f

円凡古
P
M
L
七十九イ
j

市
中
亦
会
F

に

一
れ
る
丈
じ
凶
客
へ
の
判
μ人
桁
佐
川
問
題
一
γ
は
、
十
八
岐
告
も
揖
止
に
桁
慎
一
を
FI
円
℃
い
な
が
ら
駄
認
J

て
い
L

こ
い
つ
疑
い
が
持
た
れ
た
。
こ

宇
一
で
も
大
蔵
省
？
己
主
敵
捻
司
と
心
一
青
い
小
説
わ
れ
、

そ
丹
原
因
と
し
て
、
当
の
ト
げ
：
内
〕
ま
で
は
山
し
す
る
と
郎
改
3
れ
た
大
成
中
山

の
沼
山
判
長
叫
が
挙
げ
ら
れ
と
の
で
あ

pω
ロ
こ
れ
に
よ
り
、
同
九
投
資
家
の
株
式
山
場
へ
の

パ
ブ
バ
則
に
害
出

L
た

、／

九
百
へ
い
収
資
家
内
多
く
が
株
式
市
場
か
ら
撤
氾
し
て
U

円
七
U

ゲレ

こ
の
よ
う
に
へ
胤
告
の
川
利
剣
凱
に
よ
る

に
対
し
亡
、
強
い
批
判
が
な
さ
れ
る
」
つ
に
な
J
J

た
r

」
う
し
た
い
批
判
を

c 
JぷJ
t吋
ノ

マ、

金
融
制
m
M
m
口
由
化
L
r
一L
八
夜
官
改
革
日
ア
同
時
並
F

口
約
に
品

j

－u
h
じ
、
二
ー
ャ
Y
4人
vlサ人々
「、

J
l
y
／

ノ

l
f
z
r
l
ド

化
為
法
誤
」

回
一
舟
を
川
れ
と
し
て

グ〉
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十
九
日
》
」
と

FLZハホ
7
Q

,,ii ゴ
桐

第

んム時間
FH由
化
大
凡
凶
行
改
革
に
よ
る

川
波
志
p

同
へ
の
伝
換

1
4
3
t
1
 

級

H
1仏
前
t
r
u
b

m; 住専
処
却
に
公
的
資
会
が
投
入
送
れ
る
こ
と
に
円
以
論
が
猛
反
発
し
た
こ
と
を
そ
け
で
、

理
と
な
う
た

の
試
み
門
戸
大
副
主
J

仏
政
く
抗
江
し
、
た
訟
は
！
v

ム
川
同
化
し
た
も
の
の
、

一
九
九
六
年

九
令
八
九
刊
以
峰
、
ー
へ
議
省
改
革
が
民
治
課

じ
り
同
じ
に
与

の

党
一
党
が
、

i
八
九
州
中
口
の
全
敬
訪
tr
雪
見
込
守
部
門
を
お
理
府
外
局
の
金
破
検
ム
廿
・
官
官
庁
（

K
M
祢」

金副j
市l
督

庁内ご
Jし

"" 青、
jし Jこ
そ18移
づず

と
や
；充
ノJー
す

る

ρ、
" 
不口

来、

九
九
八
r

ハ
月
に
仏
令
市
融
機
肢
の
検
青
監
は
日
部
門
が
分
斬
さ
れ

け
れ
ど
も

γれ
一
で
よ
蔵
書
弐
革
の

っ～」、〉令ノ戸川、
h
J

小｝一戸あ！ぃド？ソ」」

一

dlJ
才
l

l

l

j

j

i

v

j

守
党
二
党
の
主
主
に
は
、

九
九
六
九

崖
さ
恥
た
行
政
状
平
公
設
が
こ
れ
ヲ
ケ
り
検
百
す
る
省
庁
再
利
で

金
融
と
川
町
此
の
分
一
一
か
山
山
政
に
す
る
こ
l
二
か
ん
一
白
ま
れ
て
お
り

十
八
議
長
に
伐
さ
れ
r
J
2
執
行
政
の
ふ

F
P

・
山
一
ケ
ヂ
ボ
一
円
も
た
蔵
M

れ
が
ら
完
訴
す
べ
き
か
や
ヘ
J

が人
ρ
勾
ν

J

れ
る

に
M
F
1
再
編
の
議
論
で
は

」
と
に
な
う
ん
／
亡

方
で

い
ほ
惇
六
円
間
十
八
1
M
こ
松
浦
功
法
務
1
ヘ
ロ
に
か
に
し
亡
、

f、、，
::5 

こ
と
を
じ
標
と

L
て
、
金
融
、
4

ス
ア
2
4

l
t
c
－
 

！しゃし＼

4

ノ」ノ
i
f
q
i

一
月
に
続
志
向
Z
I
A
郎
芭
相
は

日
大
の

ロ
ン
ド
ン
並
み
の
ヨ
際
会
関
市
場
と

L
E
i併
の
金
山
間
市
場
の
内
制
化
を
μ
川
也
い
し
、
い
た
億
本
川
桔

三
一

7

U

V

L

ア

改
出
十
｛

l
本
版
立
問
ピ
，
ゲ
ノ
パ
ン

こ
V
ヘ
）

E

！？）～一
j

J

こ「

t
E
I
高
司
一
C
J
6
1
i
J／

こ
れ
は

円
に
設

が
、
榊
原
川
人
女
同
川
際
金
臥
〕
町
長
山
Y

長
野
程
上
司
副
ぷ
－
局
長
、
こ
い
つ
た
大
j
r

同
省
司
の
改
革
派
の
古
を
J71
＼
い
げ
る
形
明
、
実
叫
し
ん
も
の
だ

J
 

と
一
己
わ
れ
じ
い
る
u

た
だ
、
こ
の
際

小
山
民
法
権
は
ー
で
人
し
人
か
一

Lr
一
、
ム
ヘ
康
管
）
止
リ

そ
L
て
大
蔵
川
々
は
か
よ
一

ピ
ソ
ゲ
バ
／
に
よ
る
お
争
犯
注
さ
か
Y
法
被
綻
に
つ
一
な
市
J

る
の
で
は
な
い
か
’
J
M

山
町
は
な

う
懸
念
在
ι似
い
て
お
り
、

金

融
ピ

グ
ノミ

〆

若
干
し
た
U〕

ぁ g5
る，， t' 
わ
せ

た

い
」
と
い
う
感
恥
を
得
て
い
た
ι
に
め
、
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ムt
と
な
〉
で
は
山
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、
不
同
一
一

r貯
は
大
十
ん
た
C
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
町
政
y

令
仰
の
介
従
に
抵
抗
す
る
ト
ヘ
状

省
は
、
昨

m
E汁
憎
が
滋
め
で
つ
と
3

一
ヲ
る
令
問
問
r
f
r
y

グ
ベ
ン
P

に
取
リ
布
引
」
Z
U
F

」
ど
で
、
は
治
に
夜
↓
品
川
的
な
、
生
ま
れ
変
わ
っ
子
十
八

夜
荷
主
川
…
じ
る
店
主
が
あ
っ
た
。

金
山
岡
山
拘
制
改
本
は
順
次

九
九
い
ご
寸
以
降
、

ーセ～
υ刊
さ
れ

銀
行
で
の

の
板
＋
正
解
林
市
千
戸
荒
川

の
一
判
山
化

4
ど
、
金
一
恨
の
山
由
化
が
急
ぺ
し
混
ん
だ
口

と
こ
ろ
が
九
九
七
守

立
件
一
社
ゾ
庁
、

北
海
道
打
日
伯
知
／
灯
、

山
一
市
町
之
午
、
沼
崎
シ
テ
ィ
銀
行
が
浬
鎖
破
綻
す
る
子
札
三

で
大
蔵
J
H
は
い
代
勺
奇
け
ず
れ
）
対
し
亡
、

全
晴
シ
ス
テ
ム
不
安
の
深
刻
き
を
同
日
夜

L
、
不
良
債
権
判
的
一
は
叙
行
か
z
け
力
ご
肝
況
で
さ
む
と
丸
一
切

し
て
い
た
c

し
か
し
な
が
ら
、

不
良
情
住
問
題
の
涼
刻
さ
は
詩
の
は
に
も
川
町
J
A
vと
な
っ

こ
の
！
大
型
金
融
減
収
の
伸
一
銭
岐
殺
に
よ
り
、

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝
ナp
」

M
A
t
h

つ
円
、

－
八
九
尉
官
僚
が
全
恐
機
関
か
ら
受
け
て
い
た
尚
一
級
接
待
が
東
京
地
検
却
岐
市
に
よ
り
田
明
ら
か
に
さ
れ
、

大
戦
｛
「
佼
内
包
が

迷
川
刊
さ
れ
、

に
一
品
い
込
ま
札
た
ハ
こ
れ
に
よ
り
大
威
信
の
権
威
は
火
作
J

？
と
。
そ
の

杉
井
亨
、
良
好
彪
ト
い
と
い
う

－
一
、

よ
ノ
よ
λ

九
寸
入
計
百
一
ノ
の
参
議
院
淫
ギ

rcHRyhん
が
ん
計
一
三
事
議
再
で
過
げ
l
J

数
か
失
っ
た
戸
、
L
Y

か
ら
、
阿
年
秋
の
会
組
問
会
で
は
、

大
蔵
去
に
伝
、
J

1

い
ム
官
二
子
ヤ
と
る
い
川
、
え
の
た
い
い
町
宮
内
人
誌
突
が
、
円
以
完
が
ほ
ぼ
刈
ふ
み
す
る
－
L

と
に
な
る

ム
九
九
八
午
一

一
一
け
に
金
融
丹
υ
委
員
会
が
此
置
さ
れ
、

・
金
融
危
段
位
型
政
誌
を
地
J
2
1
7
Q
こ
ど
に

」のパ町－京一

会
問
刻
授
の
企
湖
一
j
d
策
部
門
が
大

H
d台
L

叫
ん
い
）
ム
六
一
一
主
督
j

に
移
さ
れ

ム
ー
間
庁
が
全
日
正
L
h
h）十八

わゆ
1
J
L
7
1

A

コ
、
ご
J

午
T

バ
に
は

夜
肖
は
金
隈
絞
綻
込
恋
心
よ
ぴ
合
同
問
尚
一
時
円
以
円
H
辺
仁
つ
い
て
の
み
金
融
品
川
安
員
会
と
共
管
す
る
二
と
に
な
川
、

つ
の
年
【
り
の
村
山

寸
再
利
で
は
「
対
I

川
市
山
中
日
ド
タ
口
称
が
品
川
久
し
宣
さ
れ
七
日
こ
の
際
、
金
問
内
パ
l

安
異
人
山
は
誕

H
」れ、

P
J
 

、／

こ
の
財
政
し
に
ん
l
成
の
ハ
ヴ
維
は
、
改
革
の

し
も
わ
か
る
よ
、
つ
に
、
八
蔵
省
パ
ソ
シ
〆
ザ
ノ
の
買
面
が
強
か
コ
た
f

け
れ
と
も
、

ゲレ

島
J
q
L
I
h
i八
九
州
省
の
肝
怖
い
ぞ
れ
内
停
を
山
口
一
日
的
と
し
7
、1
4

張
し
た
わ
け
（
じ
は
な
く
、
む
し
ろ
解
除
を
裂
の
、
と
し
て
、
こ
れ
土
で
の

議
送
船
匡
九
一
J
1
A
t
，
げ
は
め
、
出
品
点
広
一
の
、
さ
日
刊
注
透
明
件
を
前
刊
し
ん
規
制
占
J
八
η
一
切
り
替
℃
7
Q

べ
九
二
、
と
い
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置
か
れ
て
き
た
一
c

ま
た
、

日
本
ー
の

徒
三
新
〆
い

に
？
誌
の
金
融
ノ

ιyパ
の
守
河
家
を
背
と
る
た
め
に
は
、
八
日
部
珂
一
や
一
十
八
円
帆
九
百
か
し
り
八
刀

一ので

つ
く
る
芸
妥
が
あ
る
ヒ
い
、

7
1扶
も
な
さ
れ
下
、
い
た
f

今
川
即
応
督
当
局
、
ζ

〈
…
間
業
界
ヒ
の
比
何
者
を
断
ち
切

ゴ
桐

h
、
専
門
刊
の
す
川
い
お
河
口
ν
同
が
ル
ー
ル

機
構
改
苧
の
重

い
た
半
役
一
山
国
主
行
政
を
ノ
f
、
っ
と
い
う
新
〕
い
官
民
関
係
の

安
な
円
パ
円
だ
っ
た
の
で
あ
る
の

つ
ま
り
、
新
し
い
官
叉
関
係
を
椛
楽
す
る
た
め
、

γ

へ
蔵
省
か
ら
金
掠
部
門
を
分
叫
附
す
る
機
械
改
市
が
断

h
さ
れ
ゐ
と
と
も
に
、
八
ム
鯨

行
政
の
日
的
お
よ
び
手
段
も
掠
本
切
に
転
換
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
f

も
う
少

L
許
し
く
説
出
オ
リ
令
と
、
八
対
と
ノ
グ
ハ
ン
の
汀
的
は
、

徹
氏
約
な
向
間
化
を
泡
め
て
出
場
競
争
を
ふ
旧
凡
九
一
し
、
利
刑
者
の
利
便
注
を
片
め
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
腎
相
げ
さ
れ
て
き
た
肉
質

百
の
利
，
品
川
ん
そ
註
重
1
3
ミ
こ
と
一
じ
あ
っ
た
コ
そ
の
七
め
監
野
ψ
l
］
向
に
は
、
規
制
泉
市
下
と
わ
緊
密
な
関
係
を
解
明
川
し
、
在
世
七
代
可
成
の

I
l
ムー

役
か
ら
市
場
で
の
ル

i
ル
山
足
以
を
以
十
一
」
に
院
悦
斗
す
と
ア
～
J

パ
イ
ア
役
へ
と
役
割
？
を
J
h

夕
、
え
る
こ
と
や
、
い
拭
早
ム
ゲ
一
C
3
る
だ
け
り
扮
レ
て
ル
；

ル
γι
廿
炉
つ
い

の
古
い
収
品
取
決
戸
一
・
実
施
を
f

つ
い
、
説
明
責

rい
を
五
亡
す
こ
t
／
一
が
え
↓
め
ら
れ
た
J

ま
た
、
怒
リ
J
1
L

内
問
ト
片
側
は
U
H
N
U
H

宅
局
M
r
凱
上
什
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
防
一
小
寺
進
め
る
こ
こ
で
、
川
収
ん
H
J志
や
市
立
主
な
ど
市
場
の
対
ぽ
に
も
委
ね
る
こ
と
が
え
一
一
め
ら
れ

_,.> 

キ
ヤ

Y
4

コ
レ
ー
ス
的
に
ま
と
め
れ
ば
、
事
前
三
J

防
型
の
裁
量
行
政
？
刀
、
工
事
州
内
ゴ
ノ
マ
一
ツ
夕
刊
§
の
凡
ル

"" ぴ〉

政
・
山
川
淵
ぺ
／
卜
孜
か
ら
巾
坊
の
向
、
自
・
白
作
性
子
一
言
［
一
す
る
行
政
へ
の
転
換
！
？
濁
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
「
ぷ
作
為
過
u
訳
」
沼
肢
を
懐
刀

ν

て
い
た
主
別
行
政
が
、
「
作
為
沼
訪
一
一
日
渡
十
優
先
オ
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
J

τ後
チ
ユ
ノ
ク
川
ヂ
小
山
以
＼
の
転
換
が
司
ら
れ
れ
↓
こ
と
で
、

スザ、
d
い
が
志
化
し
た
令
↓
問
機
却
は
市
場
小
、
三
五
円
ャ
か
仁
川
以
場
主
せ
る
こ
し
に

な
っ
た
c

九
九
八
午
の
合
枇

E
会
で
、
一
H
Eん
え
政
r
M
W
M
r

出、十」

Lm
認
案
を
ほ
ぼ
丸
γ
作
み
」
ヲ
る
形
ご
、
ら
見
附
似
税
処
理
枠
組
み
が
整
備

さ
れ
た
f

川
本
1
1
w
駅
伝
弔
問
凶
行
と
川
木
渋
川
件
ハ
一
信
用
銀
れ
が
絞
殺
処
刑
円

3
れ
た

一ι
九
九
九
年
に
は
、
（
令
品
川
総

こ
の
枠
組
み
～
呆
づ
き
、

査
を
ル
1
1
N
に
長
づ
い
た
も
の
と
し
、
枚
十
九
円
P

己
寸
の
及
川
斗
一
を
む
き
る
ト
一
円
減
、
内

1
こ
と
を

M
m
r
7し
て
、
人
じ
剛
祈
五
才
一
ェ
ア
ル
が
拡
i
d疋
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一
〔
ト

7
1

レF
F

ろ
が
、
人
パ
良
債
椛
問
題
は
す
ぐ
に
は
解
決

t
J号
、
今
一
則
ン
ス
一
フ
ム
ポ
安
は
榊
絞

Jた。

が
蓋
怖
さ
れ
、
公
的

医
ふ
恨
の
投
入
門
か
が
一
能
に
な
っ
た
に
ち
か
が
わ
ら
J
9

白
書
郎
内
問
は
景
気
川
従
Jγ

長
経
先
と

L
C

小
測
甫
心

の
総
統
／
口

述
を
涯
の
よ
、
っ
と
は
し
な
が
っ
た
。
て
三
一
ぐ
銀
行
も
、
f

ツ
μ倍
、
権
処
剤
を
先
送
り
し
て
し
ま
っ
と
の
と
あ
ふ
U

第
一
節

「
不
作
為
渦
抽
出
L

同
逃
志
’
M
へ
の
凶
帰

一一ぺ〉
r
u

一弘

〉
て
も
不
良
債
権
問
訟
は
続
税
し
た
c

郎
M
v
t
f
u
相
に
就
打
L

ご
コ
二
人
ト
構
造
改
ギ
を
刑
判
い
に
7
Q

小
山
沢
純

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

小
込
法
権
れ
民
的

た
｝
も
の
の

判
↓
川
町
ふ
ト
ん
金
制
川
担
当
ー
へ
い
い
の
下
で
は
不
良
信
権
の
抜
本
処
逝
は
澄
ま
八
る
う
か
つ
介
｝

不
良
債
ほ
の
岐
本
処
郊
の
／
め
に
は
、

ト
ヘ
イ
ナ
鉱
引
に
公
的
資
金
を
日
入
す
る
必
具
が
あ
る
と
？
っ
見
ん
カ
広
い
γ
つ

げつ時、

市
場
で
は
、

T
L

；
J
U
t－
－
 

t
v
A
L」
J
也
に
判
川

v
u
jハド

銀
行
は
師
会
で
あ
り
、

公
的
資
金
の
再
、
件
入
に
は
反
対
で
あ
j

’J
J

ノ
て
こ
で
州
民
は
、

公
的
資
金
の
再

ィ
、
い
た

河
入
ば
必
要
な
い
J
説
明
す
ν
片山叶ノ、

一
巾
堤
防
M
M
苦
か
ら
不
い
感
今
持
一
た
れ
る
こ
ζ

に
な
っ
て
〕
ま
J

たど

'' 
,,' 

｛コ

刊
九
月
一
門
〉
司
の
州
問
改
迭
で
仰
れ
は
事
完
卜
、
史
迭
さ
れ
、
竹
！
一
山
川
H

司
径
約
民
政
政
策
担
当

K
凶
行
JH

士
松
山
氾
当
大
同
を

京
任

J3号
、
y
に
な
る

竹
山
は
d
ハ
｝
一
債
権
込
理
の
針
決
化
の
た
め
、
レ
八
子
銀
七
十
ヨ
ム
H

化
す
る
構
え
を
見
せ
る
な
ど
、
強
権
的

T
法

会
と
れ
1

x
を
羽
な
裁
ド
与
を
も
戸
石
市
ふ
）
た
〉

H
ぺ
’
浄
怖
を
挙
げ
る
と
、
お
一
に
、
二
れ
は
実
現

j
よ
か

7た
も
の
の
、

べ
税
〈
ム
シ
ピ

区
内
算
入
取
を
中
核
的
4
白
川
資
本
の
ハ
）
%
以
一
、
い
寸
ヨ
ム
却
と
い
う
悦
効
県
人
山
可
の
変
史
を
突
然
、
打
ち
川
し
た
り
川
市
に
、

ι子

、／

P

一
ば
不
良
債
権
の
半
減
と
い
、
つ
り
試
情

H
探
を
課
づ
方
守
、
地
域
主
停
吋
問
に
は
数
百

n一
一
を
設
定
せ
ず
、
中
小
企
業
に
刈
し
て

ゲレ

情
一
松
市
に
娘
〈
向
日
を
行
、
つ
工
う
ぷ
め
る

F
い
う

をレ一♂
J

h

」

C

第
一
二
ぺ
大
千
行
三
比
べ
地
域
金
融
機
関
に
対
し
で
は
、

Jh

亘
基
川

査
は
少
し
い
め
い
行
わ
れ
て
し
ι
に
の
だ
が
、

足
利
銀
引
一
対
し
て
は
大

l
h並
み
の
成
格
な
検
A
H
を
行
い
ヘ

ん
Z
P
R
し
て

τ
J
J

一
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凶
仏
国
主
化
に
踏
み
切
っ
た
J

パ
財
は
に

投

開

問

7
か
竺
む

り
そ
な
銀
r
む
こ
じ
F

j
銀
行
の
U
密
法
人
に
対
し
て
刊
誌
的
に
け
力
を
か
け

一
で
つ
な
戸
市
青
古
来
を
巾
川

3
セ
た
J

め
γパに、

U
F
J銀
行
に
対
J

f

4

恥
し
い
険
十
九
討
会
行
、
ぺ
こ
と
で
、

k
d

丸
山
凡
一
「
小
グ
レ
ブ
と
の
ノ
十
ム
伺
紘
一

ゴ
桐

山
口
に
山
一
い
ふ
ん
…
だ

J
U
F
O
に
対
す
る
金
融
リ
の
検
査
は
結
果
内
い
朕
〕
ず
い
さ
れ
ん
こ
と
が
、
後
一
い
刈
叫
じ
に
い
る

U
F
uは
一
r
J
C

E
r年
度
に
は
、

会
阪
寸
検
査
℃
力
指
γ

泌
を
受
け
て
へ
三
九
六
億
川
を
不
良
債
桃
川
忠
珪
に
費
や
し
と
の
ど
か
、

進
ん
だ
た
め
に

六
J

へ
に
五
年
九

μ
鴇
以
hH
ご
は
引
」
「
合
な
ー
一
か
ら

力
団
i夜
111 
も
民
し
益
が
山
た

の
あ f、
るpf仕え
千戸

芳
ll 

注
J久

カミ

こ
、
つ
し
た
全
般
庁
の
や
り
方
は
、
品
川
門
市
を
で
き

て
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
J

注
目
性
の
高
い
は
取
伏
ー
ι
実
絡
を
行
、
つ
ど
い

－
析
し
い
令
融
行
政
の
方
安
に
反
し
て
い
る
よ
う
に
見
主
人
る
、
け
れ
ど
も
、
不
良
情
住
問
題
を
併
伏
L
た
こ
と
で
、
金
融
は
は
一
叶
厄
つ
を

ト
A
P
J
h
～
一
、
円
以
功
休
心
棋
の
た
め
か
主
融
庁
は

不
th
債
権
問
也
断
伏
後
も
企
歌
山
桜
同
じ
対
！
？
、
話
時
人
な
支
持
主
と
り
続
け
れ
ん
っ
山
市
八
扶

止
え
し
た
企
融
出
川
市
岡
と
の
九
U
Nを
u

伝
説
）
た
り
ト
ヲ
る
な
ど
レ
た
の
で
あ
る
っ
こ
の
と
め
へ
よ
活
関
係

－hu 

g
の
院
で
は
、
会
副
「
J

は
ν

土
地
川
九
九
扱
日
行
政
を
行
ワ
て
い
る
と
い
う
不
満
が
古
川
ま
ハ
た

つ
ま
り
ん
と
線
竹
は
、
作
為
過
誤
戸
遊
J

V
耳
恒
久

r尤

J

た
辛
融
行
政
を
す
六
り
肌
す
る
た
め
に
大
ル
叫
ん
引
か
ら
分
離
し
て
刊
、
η
れ
P
人組山内初であり

り
、
そ
の
ん
向
性
で
合
間
一
ト
政
を

t
め
と
い
た
の
だ
が
、

市川一
f

一
に
不
良
債
権
の
放
本
込
出
一
を
f
h
d

わ
せ
る
た
め
に
、

会
刷
機
闘
に
必
ず
し
て

山
内
ハ
伝
的
？
叫
ん
つ
ヌ
沼
山
町
な
及
量
打
孜
キ
実
施
せ
さ
る
を
得
な
ノ
、
な
っ
た
。
と
一
一
ろ
日
叫
ん
、
て
れ
に
成
功
J

、
叫
い
司
の
苧
同
一
札
も
持
丸
、
L
士一
J

た

こ
と
の
り
ら
、
金
問
げ
は
可
ぴ
引
け
什
ハ
ャ
湿
誠
一
日
涯
を
優
先
す
る
金
保
行
政
を
よ
六
泊
ず
る
よ
〉
勺
一
い
ん
ゆ

7だ
と
号
、

f
h札
る
「

し
か
も
戸
、
の
時
間
刑
は
、

金
融
庁
が
川
吊
ム
有
保
才
誌
は
荒
相
内
！
消
化
に
寿
子

L
治
め
れ
ん
町
別
ず
も
あ
っ
た
っ
人
問
の
日
山
間
化
に
際
し
に
は
、

本
来
、
斗
ノ
十
し
亡
が
い
弔
高
洪i
志
川
明
杭
が
ん
M
化
さ
れ
企
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
と
こ
ろ
カ
全
地
庁
は
、

〆
ノ
一
ハ
ノ
四
年
ま
で

営
改
口
口
に
市
J

心
せ
さ
る
や
一
刊
刊
す

コ
ハ
〉
ハ
午
刊
一
珪
、

よ
ラ
ヤ
く
制
作
用
者
保
護
規
制
の
必
化
三
煮
干
し
し
た
り
で
あ
る

こ
の
況
に
八
ム
哨i

11 
、ニ

業
け
い
け
行
政
ー
と
都
仏
怖
さ
れ
ι
口
十
へ
い
同
省
時
代
と

ι異
な
り

金
川
市
議
日
？
の
れ
い
市
よ
り
も
れ
骨J
♂
背
保
－
訟
を
山
間
i
f
1ゐ
姿
勢
を
と
円
汗
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会
一
向
ト
リ
的
政
涜
主
闘
は
、

人
蔵
有
時
代
三
は
ん
さ
く
ぜ
に
し
と
い
み
か
ら
士
あ
る
J

こ
の
ふ
υ
胤
丁
の
攻
泣
志
川
の
転
校
を
与
え
る
、
つ
も
ス
）
、
、
書
一
yJ
じ
な
る
の
は
、

JU僚
が
｛
一
局
次
す
る

h
的
に
つ
い
て
役
引
に
～
、

パ
矢
也
刻

の
一
訳
出
川
口
あ
る
一
戸
h

ナ
は
、
刀
白
戸
内
最
大
化

，~ 

ζー
が

す
な
わ
ち
、
（
料
品
川
部
d

織
の
巨

内
一
辺
ボ
ず
る
μぃ
J
市
伸
一
、
あ
る
と
考
え
る

t
リ
d

！立
u
u
f
N
h
l
f

同！
I
Jプムーーう

、
品
川
常
件
に
は
一
六
τ

h
に
対
す
る
業
界
の
一
両
更
を
生
む
わ
示
と
な
る
、
押
嵐
山
叫
悩
浪
乃
円
取
文
化
L

古
河

一
】
は
、
公
衆
の

I
A
持
を
侍
る
れ
／
め
に
、
公
授
の
実
現
を
け
的
と

L
た
は
vm
？
尖
捻

r
る
こ
と
（
い
＼
計
十
件
の
ぷ
大
化
を
似
る
と
い
ラ
の
で
あ
る
c

る
n

け
れ
ど
も
、
前
理
的
な
ー
ん
川
政
干
J

収
策
的
な
央
政
に
よ
っ
て
討
判
を
失
墜
さ
せ
、
記
議
存
続
が
危
殺
P

と
？
ご
つ
が
金
融
庁
は
、

そ
も
そ
も
！
大
崎
行
時
代
に
令
融
業
界
と
の
桜
昌
い
か
批
判
さ
れ
、

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
ぷ
罰
さ
れ
た
J
いe

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

？
ト
ー
、
品
、

う
お
Mr刊
i
刀、〆ノ

金
融
長
田
？
の
利
誌
に
い
紅
白
眉

J1Q必山久

牧
民
の
全
融
業
り
へ
の
へ
k
l

り
は
禁
J

げ
さ
れ
て
U
た
コ
そ
れ
ゆ
え
余
歌
口
に
は
、

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
υ

尖
の
と
こ
ろ
、
引
ー
身
の
ム
／
ム
日
間
監
い
九
千
九
叫
件
、

ル
d
J
J
コh
刊
は
榔
以
全
議
再
生
一
手
買
い
山
と
辺
携
に

円
木
長
期
常
用
銀

行
由
、
ヨ
L
A
P

慣
ぷ
佐
川
同
一
銀
ノ
つ
、

さ
ら
に
経
営
世
ヒ
ド
y
知
、
つ
れ
て
い
た
μ
プ
一
地
方
銀
p

勺
に
対
レ
て
、

内
同
時
引
な
枯
い
盗
を
わ
い
、
六
州
に
抽
川
流
机
～

坦
か
一
行
っ
た

よ
れ
に
一
台
F

合
副
信
民
同
げ
は
、
議
、
L
Z
給
一
刊
行
政
か
ら
厳
格
な
ル

i
u
行
政
へ
の
玲
行
を
阿
る
九
了
F

織
改
J

止
の
い
h

い
手
k
r

、

マス

J
ミ
晶
廿
論
か
ら
J
ん
ム
じ
り
一
奇
－
h

又
け
b
f
c

レ
F
F

ろ
が

大
A
I
九
午
一

O
H
の
均
一
司
改
造
で
仰
沢
は

そ
れ
山
川
山
絞
の
ふ
ウ
闘
再
生
安
門
司
（
ド
に
は
尖
誌
や
繰
り
込

J
L

た
め
、

金
一
一
／
仁
政
へ
の
情
恥
感
は
ん
さ
く
氏
、
レ
て
い
一
J

L

に
柳
沢
内
役
任
の
越
智
通
栓
は
、

J
口
市
組
む
の
検
在
に
子
心
を
担
え
る
〉
解
釈
さ

久
世
ペ
ム
売
は

菱
信
♂
一
日
銀
行
か
j

ら
様
々
な
利
益
供
与
を
を
け
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
て
、

れ
る
川
口
九
百
J
T
L
J
村
山
円
に
追
い
込
ま
れ
た

、／

就
任
か
ら
川
週
間
見
り
↑
7
で
梓
包
に
、
心
い
ー
込
」
ぶ
れ
た
り

口
」
ベ
ノ

4
7
M肝
叫
決
心
一
午

人
府
内
後
任
の
fM沢
い
か
ん
之
は
、

九
九
九

rt
一

ゲレ

~.E 
)!,; 

一｛バ
rtm
一
如
、
は
り
つ
寺
川
什
司
に
普
通
預
全
は
つ

年
川
刊
月
に
研
一
山
町
）

が
決
め

ιれ
れ
一
応
に
、
山
一
氏
主
張
川
刑
判
題
科
長
会
h

と
し
亡
、

亀
井
静
香
政
調
会
長
と
と
も
に
主
退
J

的
な
没
需
pzγ

果
た
し
て
し
た
も
）
と
か
ら
、

守
山
派
」
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、

典
型
此
な
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就
任
日
初
予
万
九
一
世
判
け
J

悪
か
了
に
こ

公
的
資
金

そ
、
で
μ

以
H

町
一
は
と
許
制
川
さ
れ
て
い
F
抑
れ
が
j

下
一
び
起
肘
い
さ
れ
た

ニ
守
」
マ
リ

ゴ
桐

一占、

よ
万

Jコ
、
三？、

長L
F古

律
問
題
を
fj！~ 

i莞

た

"C' 

7υg〆.Zlil'L3 

の一丹、
H
人
キ
r
九
日
定

L
続
け
た

FZFご
尚
一
泌
を
先
送
り
し
て
い
る
と
い
凡
ら
れ
、
立
政
j
に
対
す
る
サ
日
の
7
F
何
は
大
き
，
、
低
、
：

L
た。

竹
中
ド
ゅ
叫
が
全
一
服
羽
中
」
大
立
に
叶
凶
作
し
、
7
2
九
千
以
行
に
対
J

て

金
融
庁
内
～
副
引
は
！
れ
ま
J

ど
の
こ
の
料
駁
か
り
八
ム
敵
打
リ
は
、
合
問
時
刈
に
判

L
一
、
被
し
い
姿
勢
を
と
る
こ
と
で
、

マ
ス
コ
ミ
・
戸
論
か

ら
支
持
を
汚
ら
れ
る
と
r
F
A
J
山
だ
わ
け
で
あ
る
U

部
内
余
地
庁
幹
部
ば
ア
ヘ
威
主
将
作
v
の
r
出品包

T
H
業
者
ご
あ

、：コヤ」

、i
b
i
h
h
v

間
を
出
川
け
ふ
A
4
る
た
め
～
指
等
？
ず
る
の
で
は
な
く
、
業
者
の
河
川
い
る
利
用
高
が
令
融
機
能
を
効
古
I
よ
く
不
十
そ
で
き
る
よ
う
に
す
る
必

r
2
 

中
山
が
あ
る
」

J
ド
ぅ
考
え
を
J

花
J

よ
う
に
な
っ
て
い
た
ぞ
こ
じ
金
融
庁
は
、
と
う
什
大
り
を
引
き
受
け
亡
く
れ
る
こ
と
の
な
い
へ
J

市
川
機
関
に
討
を
一
町
一
る
よ
り
も
、

z付
費
者
保
了
ケ
主
義
便
先
？
と
（
て
金
川
融
機
関
に
掛
川
し
く
当
た
っ
た
刈
い
か
、

マ
ス
ョ
ミ
問
中
”
の
支
持
を
符

ら
抗
f
、

の
4
引
判
が
上
が
り
、
組
織
の

叫
旬
以
に
、
ノ
な
が
る
と
考
え
た
の
だ
と
推
察
で
矢
る
J

こ
う
ぷ
〉
五
獄
庁
は

パ
（
ハ
〉
ア
打
士
以
降
、
的
資
者
保
玲
ιど
ロ
貯
浸
先
介
、
二
、
公
判
制
桜
山
m
b一
段
？
〕
く
規
制
す
る
一
小
刊
お
過
誤
」
阿
倍

志
向
か
強
め
る
こ
J
に
な
ぺ
た
全
納
げ
は
ム
辺
倒
ピ

y
グ
パ
、
f

の
時
刻
に
は
「
作
為
川
刷
誤
」
寸
l

避
へ
と
政
足
立
川
を
転
換
さ
ロ
と
い
た

J

も
の
の

ー
不
作
為
過
誤
」
問
、
住
＼
〆
転
山
政

L
た
の
で
あ
る

も一
J

こ
も
、
設
込
船
田
f
h
d

政
の
昨
一
刻
に
足
り
れ
ず
〕
、
金
融
（
士
一
山
介
を

記
議
J
9
る
た
め
の
「
h

作
品
，
池
誠
一
司
法
で
は
な
く
、
消
管
者
保
護
の
r
め
の

1
Y
川
作
為
治
決
司
逃
ξ
手
ゐ
「
た
だ
、
京
日
付
す
7

却
の

が
い
d

介
な
分
野
？
と
に
ら
れ
に
貸
金
業
界
に
つ
い
て
は
、

設
川
浩
的
凶
行
政
の
時
代
い
お
い
て
も

1

作
為
通
認
M
L

コ〆
ナ
ハ

し
ζ

こ
ろ
日
叫
ん

合
政
一
行
政
人
主
体
む
桐
空
者
保
川
市
」
の
た
め
の

貸
金
主
界

T
日
作
為
川
町
二
μ
」
相
批
一
A

心
り
が
山
店
主
d

た
た
め

〈
［

J
l
l

一

J

ニ
；

、大
1
1
4

一
阿
立
憶
え
へ
と
、

f
成
の
方
円
川
件
が
転
布
…
し
た
の
と
あ
心
。

〉
こ
う
〉

U
7
U
J
 

そ
れ
で
は
二
心
。
立
午
以
孫
、
心
軍
強
け
が
泊
費
百
仮
設
規
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
ほ
認
し
て
お
こ
う
し
ま
ず
余
械
庁
は
、
九

融
機
慌
の
不
堪
お
な

h
為
に
対
し
、
成
計
処
分
を
福
次

hrrト
ー
で
い
っ
た
f

。

f
J
E与
以
降
、
パ
川
九
州
紋
険
会
社
や
損
失
保
険
会
判

／以よ、it宇） liS (6氾



で
保
険
栄
の
不
払
い
問
認
が
次
々
と
発
覚

L
た
f

J
U
人↓め
F
4肌
1
u
い「此八刀一千一いわいした
c

そ
れ

μ
討
し
金
融
は
は
、

一一
J

い（い
J

ハ

年
五
月
に
は

限
官
、
告
に
金
融
者
九
を
押
Lμ
川
け
市
川
ん
し
一
、
い
た

メ
ド
刀
パ
ン
ク
に
は
民
間
の
お
業
務
ん
い
に
庁
1

3

北
住
友
銀
FU
に
対
〆
、

h

－
M
ヘ刀を
h

）
九
一
こ
の
よ
ろ
ノ
に
肌
〆
い

金
保
守
は
主
側
業
洋
う
ら

と
件
ば
れ
た
ο

二
れ
は

で身

延3

「

ノ、

回
避
の
ど
め
の
予
党
規
制
の
強
化
と
二
日
ハ
ょ
、
勺
。

ま
た
こ
り
い
れ
午
に
は
、

Lワ
ユ
わ
V
L
v
h
ノハソ

ノ

）

F

7

4

一
山
山
内
法
人
・
公
認
九
三
引
し
の
ん

Z
F巴
川
配
に
う
い
て
お
明
記
店
社
リ
を
止
大
わ
せ
る
事

例
Md門
ml
止
、
い
が
c

企
部
庁
は
、

小
央
T
J
山
一
昨
配
法
へ
に
業
務
ι
月
一
川
処
分
を
山
す
な
と

h
m
1
い
処
J
d
を
行
い
、

さ
ら
戸
川
内
認
会
計
十
・
円
↓

査
官
存
会
が
、

川門
1
八
監
査
法
人
の
管
昨
依
献
を
集
中
的
一
検
存

l
r
h
二
C
C七
し
竿
一
は
、

投
ワ
／
ふ
ト
h
u
刈

L
て
A
R
た
1
1
報
が
ー
止
仮
に
問

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

ぶ
さ
れ
る
一
、
仁
〆
を

l
一
同
と
し
た
、

民
川
音
い
山
人
の
内
部
チ
「
一
J

ノ
お
ソ
体
制

公
認
会
計
し
誌
の
弘
正
索
令
一
凶
会
に
長
山
川
し
た

そ
の
内
六
は
、

監
ー
一
い
い
人
ゃ
ん
Z
J
i
に
汁
す

い
う
も
の
一
じ

二
札
五
ム
コ

ず
っ
捷
行
辻
、
れ
た

金
融
行
は

小
作
為
過
J
y
h

出
祉
の
た
め
の
亨
泊
規
制
に
も
抑
制
根
的
ご
あ
う
た
勺

二
（
リ
口
同
九
内
金
融
先
物
収
引
訟
の
改
正
に
よ

り
、
外
国
為
刊
行
一
記
拠
会
取
引
一

F
X
）
に
必
之
、
厳
1

〆
い
リ
い
さ
・
勧
誘
規
制
が
山
r
人
さ
れ
、

一一

onhτ
乏
か
り
ぬ
ド
J
d
わ
う
に
こ
特
に

日
－
士
山
金
融
業
叶
い
と

L
て
は
初
め
て
ー
ポ
川
口
前
討
す
詠
一

の
禁
ペ
ペ
山
内
ゲ
導
入
さ
れ
た
－

P

J

、
ご
止
、

i
／
し
♂

1
1

、
れ
に
つ
い
亡
は
川
哲
封
印
刷
忠

に
吠
り
組
む
弁
諜
上
仕
Y

か
f

町、

戸
本
の
泊
貨
苔
深
誇
法
制
史
i
、
州
期
約
三
あ
7

匂
レ
応
変
さ
れ
た
ν

い
、
つ
ト

の
際
、
鮮
半
問
符
は
、

宿

先
物
取

っ1
CJ 
別
注＇！

ザ ーた

'C ＇乃
IL )[, 
ヰ l
l!f: Jl 

羽三
t: ；，わ
u せ
て

Tm
招
請
訪
一
事
は
禁
止
し
な
い
と
は
ld
い
と
い
う
宮
司
を
院
に
一
不
Id
－
－
き
と
？
と
い
う
〉
け

、／

れ
と
も
金
航
行
は
、

F
X
に
つ
い
て
は
、

二
二
一
円
J
l

：y
ふ
少
い
い
ミ
一
－
入
｝
υ

l
1
h
f
t
f
寸

H
d
f
f
j
f

L
バ
レ
ソ

一」のれ旬、

ゲレ

の
一
段
を
段
υ宇
治
～
一
一
立
百
に
制
限
司
る
方
針
が
一
ぺ
V

ヘJ
九
却
に
決
め
ら
れ
、

／ 、ノ

実
際
に
ら
二
午
に
は
五
f
J

信号一、

年
に
は
二
一
l
情
に
粧
限
さ
れ
た
の

rJめ
る
乙

; 71〕9「2引＇）， ,1J 阪人；L吊JG2 (S s:l) 
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心
市
川
間
庁
は
二
じ
り
三
z
J
r
に
は
、

さ
ら
に
会
！
同
一
江
物
一
打
、
引
法
な
ン
の
法
律
を
J

計
九
円
す
る
こ
乙
で
、
脳
広
い
ん
L

司
氏
p

取
引
法
会
一
以
1
1
v
、

ゴ
桐

か
け
い
円
れ
な
か
っ
た
主
防
荷
一
川
に
つ
い
て
、

際
問
L

な
＼ 

弘、

村自

由I

！］よ

,,, 
か
1.t 

r 
-0  

禾iJ

市
じ

保
護
士
lヰ

半、

710 .Zlil'I. 

川
間
翁
ォ
川
の
販
売
・
勧
誘
バ
ル
を
定
め
る
ん
立
閥
均
品
取

3
汁
、
を
制
定
7

r

o
J

司
法
で
は
読
に
、
従
米
の
縦
割
u
m
f
世
工
法
セ
は
苅
制
パ
ー
レ

ヰ一の

第
二
に
、
取
引
を
活
性
化

F
る
た
め
の
投
資
環
境
保
備
こ
し
て
、
フ
ァ
／
ド
底
引
の
ヰ
八
や
、

J

／
サ
イ
ザ
取
引
お
よ
び
有
価
証
元

抑
止
三
円
な
と
の

に
対
す
る
罰
叫
の
強
化

高
日
郭
問
一
小
の
拡
充
な
と

h
u判
の
透
社
件
・
公
正
午
を
高
町
ゐ
ぷ
舟
を
と
っ
た

こ
の
」
、
つ
会
対
け
は

ギ
H
h

為
、
店
叫
ハ

の
凶
避
を
円
抽
り
と
し
た
乍
前
規
抗
・
事
後
規
制
を
υ
次
々
と
容
人
し
円
い
っ
た
じ

グ

レ

J

I

J

元
町
い
の
廃
止
・
総
量
刑
問
批
の
導
人
と
い
う
昨
式
全
楽
に
対
寸
ゐ
川
古
川
前
な
規
抗
強
化
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
峰
山
で

あ
と

ク
レ
l
ゾ

l
L
余
利
の
廃
止
は
、

不
u
u
hり
過
誤
」

日
治
的
政
前
L

＋山間いを
l
h
L

め
て
い
た

金
融
庁
が
泊
費
者
以
議
を

1
的
と
し
た

と
L
、ρ
ノ
ヴ
人
脈
か
ん
一
理
解
丸
一
札
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ご
品

zv

の
た
め
に
一
名
戸
内
長
た
化
を
は
的
と
℃
川
h
A
H
U
i寸
保
護
に
ぶ
げ
る
小
判
f
H
叫週
R
M
」
回
避
を
優
先
す
る
｛
？
僚
の
、
宇
を

最
も
ふ
く
引
し
ご
い
る
の
が
、
外
阿
為
斡
vr＝
」
川
内
今
夜
間
パ
？
ト
恥
3

J

い
川
可
制
を
、
有
人

L
た
こ
と
に
院
す
る
、

i
一森
rw
人
の
い
九
ド
i
の
論
…
一
肌
て

ιJ

る

「
E
栄
・
一
刊
一
口
、
J

問
題
の
経
験
が
、
私
の
な
か
L
a

民
子
に

f
わ
り
ん
く
な
い
と
い
う
吉
ぷ
を
形
成

L
乙
い
ま
「
「
三
特
定
の

ピ
ン
永
ス
の
あ
り

t
う
が
引
会
同
日
同
化
す
る
と
き
は
、

九
心
乃
作
別
が
あ
り
ま
す
J

皆
本
告
が
裁
判
に
J

晶
、
ズ
ら
れ
る
こ
こ
が
多
く
な
り
、

ま
ず
民
事
で
お
円
け
始
め
、
刑
事
責
任
ま
C
J叶
わ
れ
る
よ
う
に
右
ふ
と
気
い

勺
に
き
ま
す
（
円
栄
と
い
え
ば
、
「
腎

収
先
れ
一
1vr

」
押
川
昭
！
と
引
買
の
述
同
市
持
）
口

マ
ス
コ
ミ
で
は
、
ま
ず
M

く
う
か
の
山
一
川
寸
一
仰
が
川
崎
題
提
川
比
一
！
し
、

つ
い

F
一
般
紙
点
青
さ
始

的、

4F
／
一
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
核
医
科
詩
集
を
約
心
こ
ろ
に
な
る
と
、

伴
氏
問
は
な
…
を
し
亡
お
る
！
と
正
一
範
な
国
市
内
総
り
の

戸
が
漂
発
し
ま
す
f

そ
L
て
、
役
出
い
で
資
企
業
規
抗
を
抗
化
せ
ざ
る
を
中
川
な
i

＼
な
，
た
と
こ
ろ
で
、
だ
h
も
計
出
［
て
く
れ
ま
什

λ

／以よ、it宇） liS (6別



外
為

7r拠人明石川取九州
J

に
お
い
て
、

さ
れ
る
可
士
活
性
が
一
人
に
吋
い
の
は
お
そ
ら
く
令
一
同
庁
4
ー
か
ら

同
一
刊
！
一
日
に
あ

な
に
を
て
お
る

る
問
題
提
が
一
段
階
で
子
を
釘
つ
こ
と
に
J

、
会
融
寄
議
会
に
提
案
｝

f
Lた
J

ー

ペ
ハ
ノ
川
年
の
な
か
ば

ご
、
外
為
討

拠
金
山
は
い
U
北
制
の
あ
り
か
ど
を
ま
と
め
た

t
ご
ろ
で
F

〕
丹
市
ド
務
年
度
は
ひ
と
い
切
り
と
な
り
、
そ
の
後
の
守
川
店
作
業
手
へ
と
秋
の
日
－
H

出
会
仁
成
立
し
、

笠
年
史
か
ら
悩
行
き
わ
ま
し
ん
H

J

比
一
読
会
報
1
ロ
の
桜
一
に
、
設
計
者
印
有
渠
を
紘
ん
だ
サ
ン
ア
ワ
口
ジ
L

ク
「
の
イ
ン

タ
ピ
J

ー
を
－
l

又
け
と
の
一
＼

政
吋
の
け
汀
め
は
淫
い
の
ず
は
な
川
か
、

ωりン一フ

l
f
u
ジ
L

ク

と
い
う
心
決
ま
り
の
ば
叫
に
対
し
て
も
、

よ
り
は

V
い
よ
と
答
え
ら

こ
の
，
J

川沖
1
7
h
lり、

か
っ
て
い
大
蔵
官
の
一
不
作
為
巡
訳
」
同
む
を
優
先
し
た

K
融
行
殴
を
批
判
し
て
い
v
p
マ
ス
ゴ
ミ
間
市
も
、
自

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝
費
者
以
茂
門
間
ず
る
軒
屈
で
は
一
不
作
為
活
設
凶
逃
を
限
t
q
y
d金
破
行
政
を
笠
》
ん
や
い
る
こ
と
、

一
：
一

q
l

：
一
、
寸
！

て
1
J
K
G芹一寸当日
J
J

そ
U
4？fγ

い
沿
う
よ
う
に
汀
勤
し
て
、
組
織
の

い
よ
う
、
一
V
ぐ
ま
）
い
努
力
ふ
し
て
い
る
こ
と

て
割
判
的
で
あ
っ
た
森
惟
子
守
護
上
デ

な
お
、
削
U
Z
N
L

ハ
的
で

たレま与に、ま

年
の
任
期
付
き
で
一
口
同

制
ι

よ
ヱ
ヲ
｛
円
当
司
一
同
氏
補
併
と
v

J

て
係
川
4

さ
れ
ご
い
た
こ
！
こ
が
、
グ
／
ソ
ー
ン

の廃～
H

が
決
定
さ
れ
る
ニ
え
で
主
要
で
あ
っ
？
と

い
う
説
を
ぷ

L
た
－
け
れ
こ
も
、
そ
も
そ
も
悪
徳
尚
法
の
桜
一
戸
戸
を
紋
、
汁
治
資
者
ド
一
件
や
一
一
ヂ

り
一
、
い
た
ふ
い
の

下μ

〕、
！
 

そ
の
よ
う
な
人
物
を
貸
ふ
り
業
制
度
改
古
の
初
主

L

J
に
台
、
ム
肉
体
、
立
政
j

が
去
／
、
界
保
混
合
り
も
消
世
（
苦
」
伝
」
書
店
を
常
心
討
す
7

却、

主
一
わ
め
て
珍
し
い
店
寸
一
よ
め
っ
た
こ
い
m
J

原
料
な
の
で
あ
る
、
新
ぷ
さ
れ
ご
問
、
も
な
い
主
取
り
は
人
材
γ
ハ
口
止
の
九
め
、
民
刊
の
人
材
を

任
問
刊
さ
で
、

か
な
り
多
ノ
＼
深
川
じ
て
い
る
と
い
う
持
肢
か
持
つ
の
だ
が
、
町
尚
南
す
一
ム
心
人
材
に
苅
L
C
v
h
、
地
の
口
？
で
は
同
日
円
滑

L
な

、／

い
よ
ろ
な
人
物
を
採
弔
す
る
と
い
、
っ
同
淡
を
引
っ
亡
い
七
わ
け
じ
あ
る
「
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
他
の
五
片
と
は
大
き
く
呉
在
る
、
八
ム
rm

ゲレ

斤
の
勾
m
再
ハ
な
い
民
宿
＋
山
yMや
一
時
叩
認
？
一
ヲ
マ
叫
一
一
と
が
で
き
る
じ

P
T句
に
、

金
融
庁
の
政
泳
志
許
い
に
つ
い
て
、

之
、
れ
は
、

A
J

紙
当
口
川
が
十
へ

市
伎
配
岩
山
純
白
、
」
川
v

ら
張
古
川

L
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
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夜
有
か
ら
分
断
さ
れ
た
れ
凡
米
、

マ
ヶ
ロ
符
済
へ
の
配
店
が
γ
小
中
λ

じ
な
コ
ナ
／
一
い
へ
と
〆
で
あ
る

合
問
機
問
的
検
量
・
監
恒
に
あ
た
り
、

へ
の
杭
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
資
金
を
必
要
ー
こ
し
て
い
る
人
A
に
融
資
日
叫
ん
な
さ
い
引
な
，
な
る
L

め、

マ
ク
ロ
山
性
信
i
印
刷
影
響
を

ゴ
桐

り
え
る
、
い
う
1

作
持
活
n
一
以
を
怪
人
ぷ
す
る
主
戸
も
強
迫
っ
た
、
計
持
・
悦
判
別
立
一
叩
h

」
つ
す
る
大
夜
討
が
也
円
余
k
k

堺
市
を
相

ν」
〆
て
い
少
な

Lコ
:f 

け
九
ど
も
主
地
け
は

泊
究
者
川
県
議
を
円
取
俊
充
レ
し

マL
グロ

へ
の
潤
む
し
か
旬
、
よ
り
怯
重
ド
対
応
し
た
川
能
叫
が
す
引
い
川

－A常
枇
行
政
内
企
州
・
ム
寸
J
A

ぶ
お
よ
び
金
臨
機
関
の
泊
、
査
・
立
科
闘
を
行
、
つ
こ
と
を
目
的
と
ー
で
お
打
、

マ
ク
口
符
済
の
孜
舟
一
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
問
ペ
を
判
た
な
カ
J

た
f

マ
ク
リ
符
済
を
忠
化
さ
せ
か
ね
な
い
規
制
強
化
で
あ
っ
て
も

そ
の
た
め
、

あ
ま
り
L

こ
め
品
？
つ
こ
と

な
く
実
日
叫
す
る
戸
一
ー
と
が
で
き
た
の
JCLめ
る
ι

第
六
章

結
論
と
ん
川
立

'¥ と

。（ハ〉六’
L
ヤ
に
符
ハ
ム
手
先
に
向
、
二
、
、

グ
レ

i

ゾ
；
ン
会
利
の
阪
市
山
と
総
早
川
乱
制
の
祥
人
と
い
っ
町
一
期
的
な
規
制
強

本一一明は
り
て
パ
は
何
か
一
ル
一
保
求
r

て
き
f
J
そ
の
安
豆
は
後
数
あ
わ
J、
と

ば
あ
っ
た

1

J

かう
J

ヲ
て
の
ご

も
、
金
明
日
内
政
筑
山
一
一
川
が

J
市
笹
口

Jf
保
認
を
じ
的
と
し
た

「
小
判
為
過
誤
L

凶
山
地
を
悦
た
す
る
も
の
＼
y
－
t
ー
に
し
て
い
た
こ
と
が
決

定
的
に
話
事
一
二
、
あ
一
た
と
い
う
の
が
、

主
私
の

従
来
、
大
政
省
は
、
詐
取
シ
ス
ワ
ム
の
公
定
を
ふ
下
限
行
政
均
長
大
の
じ
的
Y
1
J
、
出
洛
な
税
制
に
よ
つ
に
ふ
V
刈
問
地
河
悶
の
競

7
を
制
限

し
て
え
い
に
。
事
五
月
就
引
に
よ
る

-c 
グ〉

汀
ぺ
、

人
蔵
省
が
口
ら
と
H
帖
ハ
ゃ
い
考

「
ボ
行
為
冶
諒

U
逃
J
Y
」
重
有
し
て
い
ρ

一
丹
と
あ
る
の

え
て
い
た
貸
金
議
再
に
対
し
し
は

h
J

び
た
び
引
会
印
刷
叫
を
起

は
と
ん
ど
規
制
は
行
わ
れ
亡
い
な
か
っ
た
の
だ
が

貸
金
業
界
が

し
と
こ
ー
と
か
ら

へ
の
矧
凱
は
強
化
さ
れ
C
い
っ
た
f

ー
か
し
、
完
全
装
棋
は
相
当
す
る
に
は
一
厄
介
な
」
業
界
ご
あ
り
、

た
政
r
U
？
け
も
め
っ
た
た
め
、
そ
し

γ～
判
よ
り
1
へ
ぷ
告
は
消
費
者
保
環
～
以
夜
一
手
F

な
か
っ
た
た
め

岱
吋
人
土
木
の
M
U
M
H
一
心
訂
版
杭
な
安
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勢
を
と
け
か
町
け
た

一
方
、
長
ヘ
b
山
首
古
川
閉
汁
や
政
治
家
、
経
済
平
4
7
↓や寸一
7

ノ
ミ
ス
ト
か
ら
は
、
資
金
一
千
仇
問
介
じ
対

L
r、
用
制
を
強
化
す
F
Q
a
｝

「μ
れ
い
為
過
誌
が
八
王
汁
す
る
と
い
う
主
張
が
広
ノ
＼
川
町
朝
さ
れ
る
台
、
ム
に
な
り
、
ト
八
蕊
荷
も
、
戸
一
町
一
主
張
1
r
一
受
け
入
れ
亡
い
た
よ
う
で
あ

る
、
消
費
者
山
木
市
一
「
に
関
心
の
な
い
大
蔵
守
か
ら
す
れ
ば
、
多
重
債
務
νれの円以
F
牛
と
い
う
ー
が
作
為
忍
誤
一
は
、
凶
V
一
す
べ
き
重
大
な
同

泡
と
は
忠
、
↓
ハ
な
か
づ
人
に
竹
て
い
っ

r
Zめ
る
。
？
っ
し
て
貸
企
業
界
に
対
し
と
は

作
品
川
三
川

何
涯
が
重
凶
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
九
九
口

んノ九｛
J
J

年
代
に
な
や
じ
と
、

MJ
払
訳
、
批
判
さ
ん
U

る
よ
、
つ
』
な
り

nn 
;f合
r比

グ）
ナヲ

大
－
府
中
村
μ

の

じ）

め
「
八
ム
喰
規
引
の
尚
南
化
が
弘
め
ら
れ
た

財
政
ー
と
令
琳
の
分
離
に
よ
り
ん
す
胡
斤
M
m
v
H
以
内
汁
さ
れ

一
位
為
J

忠
誠

阿
波
令
長

UFA

、り
h

視
し
た
、
新

L
ド
金
融
引
政
を
柄
、
つ
こ
と
に
な
っ
た

は
、
金
融
業
界
と
の
一
括
管
LI
関
係
を
解
出
し
、
定
業
育
成
の
コ
ー
チ

／＇.；村IJ,Jti:ヰめぐるi陵情過ザ lーノμ｝

伐
か
う
市
場
で
の
ル
l
ル
述
い
へ
を
り
い
一
」
L

に
い
川
慢
す
る
ア
～
〆
ハ

r

へ
と
役
割
を
字
ん
る
こ
レ

し

の
で
あ
り
、
金
殺
庁
は

ヂ
つ
し
た
が
骨
に
！
仏
ご
え
よ
う
と

T
る
よ
う
に
な
っ
と

九
ぃ
融
山
ん
に
は
、
殺
冨
ふ
一
じ
き
る
だ
け
折
し
ず
f
7ア
ー
ル
に
基
つ
い
た
透
明
性
の
古
川
い
政
散
決
氾
実
胞
を
わ
、
つ
こ
と
も
期
待
う
引
て
い

丈
、
と
こ
ろ
が
、
不
vス
伯
松
の
は
太
処
酬
を
［
v
l
H
川
に
五
声
明
す
る
一
L
1
／
が
主
め
ら
れ
た
た
め
、
ム
エ
一
副
h
は
松
竹
子
二
人
は
ず
の
強
権
的
か
っ

ム
ー
道
明
な
裁
ー
ヂ
イ
ョ
伐
を
辺
地
せ
さ
る
を
同
村
な
く
な
っ
た
J

だ
が
、
こ
れ
が
一
A

事
な
成
却
を
以
的
、
組
織
の
わ
戸
一
千
一
苛
め
る
と
〆
に
つ
な

一

ミ

〕

ち

i
d
J
F

ふ
J
L

こ
こ
↓
し
お
い
℃
〈
ム
敵
勺
は
、
ん
i

版
業
界
の
河
川
長
・
育
成
・
利
記
の
拡
大
九
、
は
な
ノ
＼
州
安
れ
の
深
夜
‘
利
益
の
拡
大
を
幸
町
叫
す
る
一

y 

で

マ
ス
「
て
ミ
a

止
論
丹
T
ベ山い村
J
L
A

得
る
こ
と
に
、
が
紘
十
行
j

パ
枕
の
止
を
児
山
し
れ
ん
の
そ
の
た
め
金
融
将
司
に
対
Id
－
－
、
約
審
者
保
一
7

か
を

、／

目
的
と
し
た
が
恥
し
い
事
前
焼
抗
・

f
’
宍
現
社
～
を
課
す
よ
う
に
な
っ
た
J

千叫

同
廷
が
重
視
さ
れ
ゐ
よ
う
に
な
っ
た
の

T

ハ
川
坊
市
旭
誤
一

ゲレ

で
あ
る
ρ

↓
で
し
て
こ
の
潮
流
が
、
こ
れ
ま
で

阿
佐
が
重
判
手
れ
に
さ
た
、

資
金
業
規
制
に
も
及
八
で
き
七
η

こ
り
時
期
、

利
用
粁
保
議
ifql
」
重
悦
し
て
皆
、
令
栄
一
叫
粧
が
強
化
ν
と
れ
た
の
は
、
戸
の
た
ぬ
な
の
で
あ
ふ
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1
b
p
f
l
 

ご
惜
の
占
世
間
が
、
「
刊
九
過
誤
日
止
と
「
人
i

作
為
伺
一
誤
一
同
巡
の
慨
念
を
閉
山
い
な
ハ
ぷ
共
孜
策
の
分
一
川
に
ノ
）
っ
こ
、
こ
の

一
で
つ
な
芳
一
件
刊
を
対
つ
の
か
L
つ
い
一
＼
い
布
団
に
述
べ
仁
お
ノ
、

J

Q

t

に
み
J

仁、

戸一の仙川人
Z
1
r
一
最
初
ド
町
い
と
子
塚
洋
紺
は
、

ゴ
桐

川
活
出
円
立
の
寸
ノ
J

レ
ン
マ
状
況
に
出
向
レ
九
一
心
政
が
、

｝一
h

内
主
任
制
械
を
能
力
に
応
レ
て
精
小
さ
せ
る
傾
川
会
一
じ
ノ
出

7
に
ο

売
に
引

川
し
ん
そ
っ
「
「
塚
は

七
政
内
役
叡
ム
ザ
一
精
小
・
担
た
さ
せ
て
い
く
＝
ハ
J

散
化
H

作
為
込
ロ
ド
・
木
作
為
市
旭
川
一
引
の
責
任
乙
？
と

F

戦
略
は

も
に
杭
減
交
付
る
対
県
会
も
つ
た
め

非
経
μ
ふ
出
江
L

介
氏
減
さ
せ
ん
v

意
味
に
心
い
じ
泊
合
的
で
あ
れ
市
，
っ
そ
れ
は

〆

〆

え

ム

j

J

V

J

七
ン

。
規
制
絞
利
一
を
甫
福
山
J
9
る
現
代
村
会

し
て
い
る
一
と
し
て
一
公
明
責
任
分
散
化
の
不
可
浸

ム〉コ、

主
」
を
，
A

訓
じ
て
い
マ
ム
引

｛
今
｝
ふ
叶
J
J
U
E
M
1
n
U
A

、L14
、

円
オ
l
士
1

ーか日ノノ｝ら

｛
現
厚
生
労
働
事
）
が
、
不
作
為
必
宮
町

防
止
よ

牛
訂
版
護
政
策
に
お
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過
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」
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叱
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戦
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と
〆
て
ミ

之
の
に

。円一
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h
秋
を
境
に
、
同
j
ρ
1
f方
剛
山
と
が
不
作
為
同
一
点
、
す
な
わ
ち
漏
治
防
い
考
古
川
倒
、
ー
そ
の
対
示
を
実
施
オ
る
よ
う
に

な
什
た
こ
こ
を
例
に
挙
げ
、
公
的
責
任
分
散
化
の
ト
可
活
性
」
に
疑
義
九
F

己
〕
た

の
一
一
例
も
山
川
禄
の
市
川
て
あ
れ
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目
的
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不
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性
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に
と
っ
て
、
よ
り
興
味
深
い
の
は
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州
仙
の
投
策
領
域
に
比
べ
て
寺
山
間
ノ
れ
叶
叫
に
お
い
、
は
と
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わ
け
、
ん
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惚
除
問
N
e

の
μ什
派
活

設
に
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六
リ
泊
費
告
が
山
出
尖
を
被
っ
た
場
九
い
に

政
府
は
何
長
）
仁
い
た
の
か
y

ぃ、つ

マ
ス
ー
ミ
偽
い
い
論
L

刀
ら
巻
き
起
こ
り

付
・
全
故
当
日
に
H
刈
ペ
引
を
ぷ
め
ム

um…
ー
可
一
が
あ
る

E
う
に
は
灯
、
ズ
ゼ

L

で
あ
る
。
外
向
為
替
祉
拠
金
取
引
芳
引
に
ん
招
請
勧
誘
の
す
止
を

導
入
し
た
こ
と
こ
閉
し
て
大
森
証
人
は
、
－

mい
て
も
い
な
い
の
に
＼
？
仏
、
と
M

つ
の
は
五
日
長
で
従
康
人
川
市
ゐ
」
ウ
／
ル
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を
…
だ
っ

け
な
い
強
い
規
紘
一
に
す
治
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、
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ベ
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、
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ー
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よ
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て
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い
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菩
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え
な
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た
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多
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や
む
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ま
せ
ふ
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と
記
し
て
い
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金
融
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政
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一
の
よ
う
な
ハ
タ
ヲ
ト
リ
ス
一
フ
／
ァ
ク
な
縦
訓
が
正
当
化
さ
れ
る
に

即
町
内
に
孜
前
批
判
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つ
ど
ー
規
制
の
不
備
が

を
ゾ
三
紀
～
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と
い

る
よ
ろ
／
に
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わ
れ
る
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す
る
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融
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政
法
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行
政
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ー
ぶ
り
作
為
週
間
円
し
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め
ら
れ
や
す
い
た
灯
、
「
f
h

作
為
混
叫
一
一
同
窓
を
重
裂
い
た
政
策
対
応
が

と
ら
れ
や
す
く

~~ 

「
分
散
化
一
戦
略
が
と
打
れ
に
ノ
＼
い
政
策
飢
域
一
じ
は
な
い
ず
Y
一
号
、
子
h
一
れ
る
の
と
手
ゐ
U

こ
れ
は
お
そ
り
ノ

幸
一
蹴
商
町
内
版
売
に
お
い
亡
は
、

業
者
と
泊
料
同
一
面
と
の
問
む
？
料
品
説
・
泊
或
の
非
対
祢
川
け
さ
大
き
い
た
ー
一
、
泊
立
苦
渋
芳
一
が
壬
市
川
K
H」
1
L
考

え
ら
れ
て
い

4
た
め
で
あ
ろ
み
f

ま
た
本
稿
の
事
例
の

資
金
を
必
裂
と
し
て
い
る
人
日
い
弐
金
が
回
ら
な
く
な
ハ
て
経
済
が
悪
化

す
之
と
い
う
「
咋
為
法
誤
」
よ
り
一
も
、
多
甫
債
治
苫
が
柄
、
ズ
る
と
い
、
つ

不
作
為
逝
前
川
」
の
々
が
、
世
間
の
回
日
見
、
え
や
す
ノ
、
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L

ご
か
〕
、
こ
れ
ま
で
資
金
業
界
に
は
し
て
は
一
作
為
汎
京
」
何
遣
が
優
先
さ
札
、

そ
の
こ
と
は
、
あ
ま
り
批
判
さ
れ
て
～
な
か
っ
た
J

金
融
中
i
］
川
の
政
宗
十
品
山
が
主
要
だ
と
、

不
心
柄
、
川
沿
一
泊
ヅ
げ
る
一
”
以
で
あ
る
が
、

ど
ち
－

2
り川叫ド一
h
r剖
判
さ
れ
や
す
い
の
か
、

L
r
L
Tウ
λ

つれ

人
ん
レ
て
λ
d叫
、

川副誤
Mr
世
院
の

U
に
つ
き
ゃ
す
い
の
か
は
、

叫
代
に
戸
小
川
て
昼
パ
在
る
の
か
も

ν
れ
な
い
ハ

f

並
石
川
没
位
の
時
代
に
辻
、
官

は
［
一
九
え
に
く
か
フ
た
の
だ
が
れ
摂
ぷ
重
視
の
時
代
へ
）
時
代
的
潮
流
が
必
乳
化
す
る
こ
三
川

企
業
組
制
の

「
小
作
為
過
早
川
L

汁
F

十
悦
定
早
川
の
存
在
が
ん
J

ロ
ス
ア
ソ
ブ
さ
れ
る
さ
つ
に
な
っ
L

に
の
か
も
7

れ
な
い

こ
の
よ
う
に
本
稿
の
分
析
カ
ら
法
、
ど
ち
ら
の
池
山
川
丹
方
が
主
的
ら
れ
や
す
い
の
か
、
ま
た
「
分
散
化
L

続
的
附
が
こ
ら
れ
九
州
す
い
の

力
と
ら
れ
に
ノ
＼
い
の
か
に
つ
い
て
は

政
策
調
、
民
ご
と
い

ま
た
時
期
ご
と
に
、
法
い
が
あ
ぷ
の
ご
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
不
峻
さ

、／

il 
る

政
策
知
域
ご
と
に
追
い
が
あ
る
と
す
る
主
ら
ば
、

新
し
い
政
策
類
別
論
を
一
民
間
川
寸
心
こ
と
が
ず
っ
械
な
の
じ
は
な
い
か
t
t
ぃ
、
つ
は

ゲレ

叩
十
日
小
持
た
れ
る
｛

J
q
な
わ
ち
様
々
な
改
採
銅
山
崎
在
、

一
位
為
J

忠
誠
川
遊
や
優
先
し
七
は
策
対
応
が
と
ら
れ
や
す
い
政
策
領
域
h
、

今小川
l

為
混
戦
」

円
門
戸
泣
在
日
附
先
し
れ
ん
政
ν市
川
刈
！
ん
が
と
ら
れ
や
す
い
吠
仮
出
問
点
と
い
分
議
し
た
り
、
一
分
散
化

戦
略
が
と
ら
れ
や
す
い

h 
刀、
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追
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介
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に
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治
湘
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の
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も
し
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は
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ロ
・
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レ
ン
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の
よ
う
な
も
の
を
発
見
で
き
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の
か
も

L
れ
な
い
U
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中
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の
分
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か
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は

以
」
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よ
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叶
内
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望
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侍
ら
れ
／
内
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に
あ
る
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ヘ
ム
ル
ヘ
政
来
的
分
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f
u」
問
先
会
に
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け
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む
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は

ペ
ノ
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口
’
牛
一
八
月
二
七
日
に
一
H
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学
に
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催
さ
れ
た

2γ
法
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じ
て
い
る

（
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都
大
学
）
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〆
！
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技
大
学
）

げ～ーし入、一守↑」
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w

T

K
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円
人
時
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桁
が
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村
人
〆
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ぷ
た
（
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大
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件
光
止
よ
り
、

ニ
ム
に
記
、
工
、
感
謝
山
中

ν
ヒ
り
た
い
一

有
読
な
コ
メ
シ
1
h

を
い
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と
い
た
〈
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お
本
研
究
は
、
山
T
点
二

匹

rE品
工
部
科
u

一
小
口
日
刊
平
河
川
花
翌
日
袖
助
金

よ
骨
盤
研
究

（
百
）
公
共
政
誌
の

消
光
代
表
者

古
ハ
刈
勝

一＝今〔｛ゾヘハ同

に
よ
る
叫
川
光
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来
の
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で
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る

井戸十、
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ヌ
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2
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く

m

h
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h
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l
人
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件
、
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点
一
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、

一

一

百

円

ー
の
片
f
h

つ
い
て
は
、
大
口
市
党
去
の
欠
陥
市
問
罰
の
な
粁
ゃ
い
心
一
回
、
↓
入
山
し
け
ず
か
ノ
イ
十
、

法
H

に
お
け
る

tw米
長
川
作
財
界
占
芳
二
九
九
八
午
、
靖
一
半

玉
、
子
ー
し
た
口
い
つ
い
て
許
し
〈
は
、
〕
一
川
住
之
唯
一
十
一
役
利
引
き
一
、
げ
遅
効
に
れ
匂
一
入
、
金
主
」
出
同
日
体
の
影
判
力
」
回
大
は
治
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会
編

で
正
予
改
訂
w

－42
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木
町
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叶
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り
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収
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治
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宗
の
司
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た
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内
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は
、
－
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山
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1
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ヘ
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仁
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／
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ノ
／
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金
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い

P
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が
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小
A
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融
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土
〈
な
；
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に
ん
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、
牛
小
令
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の
倒
並
か
刑
次
い
ヴ
L
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と
品
べ
、

f
f
利
口
ー
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れ
4

弘
し
て
i
v

今
r

一」

の
ニ
ー
ノ
一
か
ら

L
て
、
お
そ
ら
く
一
心
勺
一
六
汁
の
待
行
d

で
も
、
ぶ
心
て
は
、
立
川
判
明
山
町
一
と
お
入
り
ご
あ
り
、
ふ
γ
利
規
制
パ
）
山
例
制
～
を
支
持
L
て
l
M
L
ん
の
N

ろ

7
と
北
町
で
え
る

（8
J

伊
持
品
7
判

5

僚
王
ヰ
刑
γ
政
策
決
定
L
y
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出
｜
｜
」
ア

E

グ
ピ
ヶ
ソ
ィ
L

い
の
長
惟
叱
一
d

レ戸ノ一
f

ノ
ー
ア
サ
〆
」
ニ
ヘ
寺
、
本
陣
引

、
ヘ
ー
ペ
ー
、
川
年
、
、
人
民

一9
）
泣
回
、
f

川
持

pp品
川
股
い
、
じ
八
ド
、
門

戸
日
一
井
手
、
刷
局
長
、
七
七
七
へ
瓦

へ
孔
〕
東
川
新
聞
・
当
円

l
ン
問
題
市
川
吋
汁
炉
、
r
出
時
書
、
ヘ
ペ
｛
ノ
肖
、
三

〔
口
、
井
戸
十
、
川
川
崎
4
ロ
ー
ヘ
ヘ
由
民
）

ヘ
ロ
井
一
一
i

、前」引い
4
一
、
八
百
－

一H
H

一
け
吹
い
目
、
川
市
一
斗
ヲ
ノ
会
峨
波
ぺ
七
弘
明

へ
一
三
日
寸
十
、
川
崎
ぃ
昔
、
ハ
ー

f
台六
L

（
刊
町
、
井
手
、
柏
田
拘
書
、
八
八
員
二

（
門
U

＼
川
川
淀
の
ん
す
烈
行
rげ
は
の
民
間
い
に
い
て
、

d
l〆
く
は
、
仁
川
正
よ
泣
一
会
融
ガ
パ
ー
ャ

J

ス
十
、
昨
山
知
和
統
一
比
校
庁
パ
づ
ン
ス
一
ミ
？
？

r
o
一一
J
L

～

、

ん

ム

九

ハ

U
円
、
士
私
沙
問

ヘ出〕

l
ヘ
内
政
省
改
正
｛
れ
っ
し
二
は
、
山
一
別
院
「
ト
人
九
時
省
は
な
f
追
い
つ
め
ら
れ
た
わ
か
政
官
間
前
山
変
貌
ド
史
公
高
羽
（
一
刀
一
凡
上
作
J

、

を
巷
出
の
こ
と
リ
以
に
み
郊
の
事
長
関
係
に
う
い
て
、

t
L
f
、
は
、
川
市
1
4
1
f一
i

符
済
立
斗
恨
の

R
rド
γ｜
｜
川
年
代
詩
出
佐
熊
チ
ー
も
も
ニ
ム

し
た
川
崎
町
笠
」
の
前
山
川
」
ぃ
朱
刊
行
泊
朝
報
ド
ヘ
ハ
い
バ
ム
ー
づ
筑
間
字
、

J
f
h苛山内ぺ

一
川
町
）
太
獄
込
一
J
ζ

人
℃
l
F山
政
治
の
は
す
一
軸
児
半
以
内
U

山
政
界
再
細
川
U
M
F
m
大
沢
一
掃
J
W
V
C
－
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、／ゲレ

L
L
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J

7
1
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一

J,c 
ノ、

ハ
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八
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ヘ
小

J
H
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程
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同
七
続
投
計
ハ
吋
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犯
す
門
巳
な
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選
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一
日
大
経
済
1

苅
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同
札
二
円
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、
午
、
一

4
Mい

一
社
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今
川
司
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t
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た
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あ
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口
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八
i
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討
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政
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p
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円
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九
九
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八
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司
郎
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行
政
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ス
ナ
A

山
南
築
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」

H
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